
大
統
領
選
期
間
中
に
捜
査
依
頼
進
行

ス
ペ
イ
ン
２
万
７
７
０
９
人

に
次
ぐ
６
位
だ
っ
た
。 

　

１
９
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙

は
、
リ
オ
連
邦
大
学
（
Ｕ
Ｆ

Ｒ
Ｊ
）
や
伯
国
海
軍
、
ボ
ル

ド
ー
大
学
（
フ
ラ
ン
ス
）
の

研
究
者
達
に
よ
る
、
感
染
拡

大
の
ピ
ー
ク
は
今
週
で
、
７

月
に
は
状
況
が
落
ち
着
く
と

の
予
測
を
掲
載
し
た
。 

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
伯
国
で

は
４
月
半
ば
の
イ
ー
ス
タ
ー

（
復
活
祭
）
以
降
、
社
会
的

隔
離
が
緩
み
、
当
初
見
込
ま

れ
て
い
た
以
上
の
ペ
ー
ス
で

感
染
拡
大
が
続
い
て
い
る
。 

　

も
ち
ろ
ん
、
感
染
者
増
加

は
検
査
数
が
増
え
た
事
も
関

係
し
て
い
る
が
、
現
在
の
伯

国
で
は
、
１
人
の
感
染
者
か

ら
感
染
す
る
人
は
２
・
８
人

と
さ
れ
て
お
り
、
感
染
拡
大

は
ま
だ
続
く
。
Ｕ
Ｆ
Ｒ
Ｊ
な

ど
の
研
究
者
は
、
現
行
ペ
ー

ス
で
検
査
と
感
染
が
続
い
た

場
合
、
７
月
１
８
日
現
在
の

感
染
者
は
３
６
万
８
千
人
に

及
ぶ
と
見
て
い
る
。　

 

　

現
在
は
軽
症
者
に
も
検
査

を
行
う
州
が
出
て
お
り
、
感

染
者
数
は
こ
の
予
測
以
上
に

　
【
既
報
関
連
】
補
欠
上
議
パ
ウ
ロ
・
マ
リ
ー
ニ
ョ
氏
が
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
に
語
り
、
１
９
日
付
本
面
で
も
報
じ
た
、
１
８

年
の
大
統
領
選
期
間
中
に
起
き
た
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
長
男
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
上
議
の
リ
オ
州
議
時
代
の
職
員
フ
ァ
ブ
リ
シ

オ
・
ケ
イ
ロ
ス
氏
へ
の
幽
霊
職
員
ら
に
よ
る
不
正
多
額
振
込
（
ラ
シ
ャ
ジ
ー
ニ
ャ
）
で
の
連
警
捜
査
延
期
工
作
疑
惑
に
関

し
て
、
新
た
な
事
実
が
次
々
と
明
る
み
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
１
８
、１
９
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

１
９
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
大

手
紙
「
ル
・
モ
ン
ド
」
が
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
政
権
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
を
痛
烈
に
皮
肉

り
、
話
題
を
呼
ん
だ
。
表
紙

に
は
伯
国
で
の
コ
ロ
ナ
の
犠

牲
者
の
埋
葬
風
景
の
写
真
を

使
い
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
で
の
有
名

る
こ
と
は
、
そ
の
時
も
指
摘

さ
れ
て
い
た
。 

　

ま
た
、
１
８
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
サ
イ
ト
で
は
、
フ
ル

ナ
・
ダ
・
オ
ン
サ
の
進
行
を

時
系
列
で
紹
介
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｆ
が

同
捜
査
に
使
わ
れ
た
資
料
を

リ
オ
州
検
察
局
な
ど
に
送
っ

た
の
は
１
８
年
１
月
で
、
同

州
検
察
局
は
同
年
７
月
３
１

日
に
正
式
に
捜
査
の
準
備
を

は
じ
め
た
。 

　

同
件
に
関
し
て
は
、
リ
オ

州
検
察
局
が
同
年
１
０
月

１
６
日
に
疑
惑
州
議
ら
の
逮

捕
令
状
を
請
求
。
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
氏
は
そ
の
前
日
の
１
０
月

１
５
日
に
、
ケ
イ
ロ
ス
氏
と

幽
霊
職
員
の
一
人
だ
っ
た
同

氏
の
娘
を
解
雇
し
て
い
る
。 

　

だ
が
、リ
オ
地
域
裁
が
「
慎

重
に
扱
う
べ
き
件
」
と
判
断

し
た
結
果
、
逮
捕
令
状
は
大

統
領
選
決
選
投
票
２
日
後

前
身
捜
査
担
当
は
ラ
マ
ジ
ェ
ム
氏

増
え
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

現
行
ペ
ー
ス
で
感
染
が
拡
大

し
、
現
在
の
致
死
率
（
６
・

７
％
）
が
保
た
れ
た
場
合
、

７
月
末
ま
で
に
少
な
く
と
も

２
万
５
千
人
が
死
亡
す
る
と

試
算
さ
れ
て
い
る
。 

　

Ｕ
Ｆ
Ｒ
Ｊ
な
ど
の
研
究
者

は
、
復
活
祭
前
の
状
態
が
続

け
ば
、
４
月
末
か
５
月
は

じ
め
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
６

月
上
旬
に
は
感
染
拡
大
が
終

息
。
感
染
者
も
１
２
万
人
程

度
だ
っ
た
と
見
て
い
た
。
だ

が
、
社
会
的
隔
離
が
緩
ん
だ

事
で
、
感
染
拡
大
は
止
ま
ら

ず
、
今
週
か
ら
来
週
は
１
日

の
感
染
者
が
増
え
続
け
る
可

能
性
あ
り
と
見
て
い
る
。 

　

た
だ
、
伯
国
は
国
土
が
広

く
、
州
や
市
に
よ
っ
て
感
染

拡
大
の
あ
り
方
に
も
大
き
な

差
が
あ
る
。
研
究
者
達
は
、

聖
州
の
海
岸
部
や
内
陸
部
の

シ
ア
が
３
０
万
人
、
伯
国

が
２
５
万
７
千
人
と
な
っ
て

い
る
。
伯
国
の
後
は
、
英
国

２
４
万
６
千
人
、
ス
ペ
イ
ン
、

２
３
万
２
千
人
が
続
い
て
い

る
。 

　

同
時
点
の
伯
国
の
死
者
は

州
保
健
局
の
数
字
が
加
わ
っ

て
１
万
６
８
９
５
人
と
な
っ

て
い
る
が
、
世
界
で
の
順
位

は
、
米
国
９
万
６
９
４
人
、

英
国
３
万
４
７
９
６
人
、
イ

タ
リ
ア
３
万
２
０
０
７
人
、

フ
ラ
ン
ス
２
万
８
２
３
９
人
、

　
【
既
報
関
連
】
１
８
日

夜
の
保
健
省
発
表
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
が
２
５
万
人
を
超

え
、
感
染
者
数
は
米
国
、
ロ

シ
ア
に
次
ぐ
３
位
と
な
っ

た
。
同
日
発
表
の
感
染
者

は
前
日
比
１
万
３
１
４
０

人
増
の
２
５
万
４
２
２
０

人
、
死
者
は
６
７
４
人
増
の

１
万
６
７
９
２
人
だ
っ
た
と

１
８
、１
９
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。 

　

１
９
日
午
前
中
の
集
計

で
は
、
世
界
中
の
感
染
者
は

４
８
１
万
人
で
、
米
国
の

感
染
者
が
１
５
４
万
人
、
ロ

現
状
の
ま
ま
な
ら
３
７
万
人
が
感
染

２
０
日
か
ら
大
型
連
休
に
突
入

死
者
は
２
万
５
千
人
に
達
す
？

感
染
拡
大
の
ピ
ー
ク
は
大
聖

市
圏
よ
り
少
し
遅
れ
、
６
月

に
な
る
と
見
て
い
る
。 

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
社

会
的
隔
離
政
策
は
経
済
活
動

の
再
開
を
妨
げ
る
と
主
張
し

て
お
り
、
他
国
で
は
隔
離
を

緩
和
し
始
め
た
の
に
、
伯
国

は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
採
用
を
検

討
し
て
い
る
州
や
市
が
あ
る

事
を
懸
念
し
て
い
る
企
業
家

は
少
な
く
な
い
。
た
だ
、
企

業
家
達
の
懸
念
は
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
氏
の
も
の
と
は
異
な
り
、

伯
国
で
の
感
染
拡
大
終
息
の

遅
れ
は
、
連
邦
政
府
が
州
や

市
と
対
立
し
、
国
と
し
て
の

対
策
が
定
ま
ら
な
い
事
が
原

因
と
見
る
向
き
が
あ
る
。 

　

タ
イ
シ
保
健
相
退
任
後
は

な
お
さ
ら
、
多
国
籍
企
業
中

心
に
、
伯
国
経
済
の
先
行
き

に
不
安
を
感
じ
る
企
業
家
が

増
え
て
い
る
と
い
う
。 

感染の有無確認のための一斉検査を受ける
警察官（Governo de São Paulo）

定例記者会見するコーヴァス聖市市長（左）とドリア聖州知事
（Governo do Estado de São Paulo）

疑
惑
の
弁
護
士
に
公
金
支
払
う
？ 

聖 市

の
１
０
月
３
１
日
に
出
さ
れ

た
。
フ
ル
ナ
・
ダ
・
オ
ン
サ

が
敢
行
さ
れ
た
の
は
１
１
月

８
日
で
、
当
時
の
逮
捕
者
に

ケ
イ
ロ
ス
氏
は
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
。
だ
が
、
同
年
１
２

月
６
日
に
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が

ケ
イ
ロ
ス
氏
が
捜
査
対
象
に

含
ま
れ
て
い
た
と
報
じ
て
、

問
題
が
表
明
化
し
た
。 

　

フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
サ
イ
ト
は

１
９
日
午
後
も
、
フ
ラ
ヴ
ィ

オ
氏
が
１
９
年
１
月
に
、
当

時
所
属
し
て
い
た
社
会
自
由

党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
に
、
ケ
イ
ロ

ス
氏
の
裁
判
の
担
当
弁
護
士

で
、自
身
も
捜
査
対
象
に
な
っ

て
い
る
ヴ
ィ
ッ
ト
ル
・
グ
ラ

ナ
ー
ド
・
ア
ウ
ヴ
ェ
ス
氏
を

雇
わ
せ
、
１
３
カ
月
半
に
わ

た
り
、
少
な
く
と
も
５
０
万

レ
ア
ル
ほ
ど
を
、
政
党
支
援

金
か
ら
支
払
わ
せ
て
い
た
と

の
疑
惑
を
報
じ
た
。 

　

１
８
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
に

な
一
説
「
デ
ン
マ
ー
ク
王
国

で
は
何
や
ら
腐
敗
し
た
こ
と

が
起
こ
っ
て
い
る
」
の
デ
ン

マ
ー
ク
の
部
分
を
伯
国
に
し

て
見
出
し
に
し
た
上
で
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
デ
モ
を

煽
り
、
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
外
相

が
コ
ロ
ナ
の
中
国
陰
謀
説
を

語
り
、
タ
イ
シ
前
保
健
相
が

４
週
間
で
退
任
し
た
事
実
を

報
道
。
そ
の
間
に
感
染
者
や

死
者
が
急
増
し
た
こ
と
に
も

言
及
し
て
い
る
。
欧
州
の
コ

ロ
ナ
禍
が
峠
を
超
え
た
今
、

感
染
爆
発
の
伯
国
に
世
界
の

目
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
、

避
け
ら
れ
な
い
か
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

聖
州
選
出
の
民
主
社
会

党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
下
院
議
員
、

ル
イ
ス
・
ラ
ウ
ロ
・
フ
ィ
ー

リ
ョ
氏
が
１
８
日
、
心
不
全

の
た
め
、
４
１
歳
の
若
さ
で

亡
く
な
っ
た
。
同
氏
は
同
日

未
明
に
発
作
を
起
こ
し
、
カ

ン
ピ
ー
ナ
ス
市
の
病
院
で
手

術
を
受
け
た
が
、
そ
の
後
２

度
、
心
停
止
が
起
き
て
死
亡

し
た
。
同
氏
は
ル
イ
ス
・
フ

ラ
ヴ
ィ
オ
・
ゴ
メ
ス
下
議
の

死
去
後
、
今
年
４
月
に
補
欠

か
ら
下
議
に
な
っ
て
い
た
。

同
氏
の
父
の
ル
イ
ス
・
ラ
ウ

ロ
氏
は
元
聖
州
議
、
叔
父
の

ジ
ョ
ナ
ス
・
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
氏

は
現
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
市
長
と

政
治
一
家
の
出
身
だ
っ
た
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

今
日
か
ら
聖
市
は
大
型
連

休
に
入
る
。「
他
の
祭
日
を

繰
り
上
げ
」
と
い
う
形
で
の

連
休
は
、
世
界
的
に
も
、
歴

史
的
に
も
珍
し
い
の
で
は
。

週
の
半
ば
か
ら
は
じ
ま
る
こ

と
を
、
週
の
前
半
に
決
め
て

実
行
す
る
と
い
う
の
は
唐
突

で
、
市
民
と
し
て
は
「
も
う

少
し
、
前
も
っ
て
決
め
て
ほ

し
か
っ
た
」
と
い
う
気
持
ち

も
あ
る
が
、
隔
離
率
で
良
い

結
果
が
出
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。 

【
既
報
関
連
】
ネ
ウ
ソ
ン
・

タ
イ
シ
前
保
健
相
の
退
任

後
、
保
健
相
を
代
行
中
の
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
・
パ
ズ
エ
ロ
氏
が

１
９
日
、
保
健
省
の
役
職
に

９
人
の
軍
人
を
任
命
し
た
と

１
９
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。 

　

パ
ズ
エ
ロ
氏
は
陸
軍
大
将

で
、
タ
イ
シ
氏
が
保
健
相
に

任
命
さ
れ
た
際
、
保
健
省
内

の
実
務
を
掌
握
す
る
た
め
の

副
大
臣
と
し
て
、
大
統
領
か

ら
直
接
の
任
命
を
受
け
た
。

同
氏
は
タ
イ
シ
前
保
健
相
退

任
後
、
保
健
相
代
行
に
指
名

さ
れ
た
。 

　

識
者
の
間
で
は
、
パ
ズ
エ
ロ

氏
を
保
健
相
代
行
に
指
名
し

た
の
は
、
ル
イ
ス・エ
ン
リ
ケ・

マ
ン
デ
ッ
タ
元
保
健
相
や
タ

イ
シ
前
保
健
相
が
首
を
縦
に

振
ら
な
か
っ
た
、
軽
症
の
コ
ロ

ナ
感
染
症
患
者
へ
の
ク
ロ
ロ
キ

ン
や
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ク
ロ
ロ
キ
ン

の
使
用
に
関
す
る
基
準
変
更

を
進
め
る
た
め
と
見
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
薬
は
安
全

性
や
有
効
性
が
疑
問
視
さ
れ

て
お
り
、
現
状
で
は
ク
ロ
ロ

キ
ン
の
使
用
基
準
の
変
更
に

署
名
す
る
医
師
は
い
な
い
と

さ
れ
て
い
る
た
め
だ
。 

　

だ
が
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政
権

の
軍
人
閣
僚
達
は
、
医
学
的

な
根
拠
も
な
い
ま
ま
に
使
用

基
準
を
変
更
す
る
事
は
国
民

を
危
険
に
晒
す
可
能
性
が
あ

る
事
や
、
軍
人
が
変
更
書
類

に
署
名
す
れ
ば
軍
の
印
象
も

悪
く
な
る
事
な
ど
を
懸
念
。

パ
ズ
エ
ロ
氏
が
副
大
臣
の
立

場
に
留
ま
る
事
を
願
っ
て
い
る

と
い
う
。 

　

だ
が
、
軍
人
閣
僚
達
の
懸

念
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、

パ
ズ
エ
ロ
氏
は
１
９
日
、
保

健
省
の
会
計
担
当
、
全
国
健

康
基
金
（
Ｆ
Ｎ
Ｓ
）
の
財
政

担
当
、
構
造
プ
ロ
セ
ス
革
新

の
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

な
ど
の
職
に
軍
人
９
人
を
採

用
す
る
事
を
同
日
付
官
報
で

公
表
。
ま
た
、
自
ら
の
後
任

に
、
マ
ン
デ
ッ
タ
氏
の
副
大
臣

補
だ
っ
た
カ
ル
ロ
ス
・
ア
ウ
ベ

ル
ト
・
ア
ン
ド
ラ
デ
氏
の
後

任
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
エ
ル
シ
オ

大
佐
を
据
え
る
事
も
別
途
公

表
し
て
い
る
。 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
の

隔
離
率
を
上
げ
る
べ
く
、
聖

市
が
、
他
の
休
日
を
繰
り
上

げ
、
２
０
〜
２
４
日
を
大
型

連
休
（
フ
ェ
リ
ア
ダ
ン
）
に
す

る
こ
と
に
決
め
た
。
１
８
、９

日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報

じ
て
い
る
。 

　

ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス

聖
市
市
長
（
民
主
社
会
党
・

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
に
よ
る
と
、
今

回
の
フ
ェ
リ
ア
ド
ン
の
ア
イ
デ

ア
は
、
市
内
の
隔
離
率
を
上

げ
る
た
め
の
も
の
だ
。 

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
本
来
は

６
月
１
１
日
の
「
聖
体
の
祝

日
（
聖
体
祭
、
コ
ル
プ
ス
・

ク
リ
ス
チ
）」
を
２
０
日
、

１
１
月
２
０
日
の
「
黒
人

の
（
意
識
高
揚
の
）
日
」
を

２
１
日
に
繰
り
上
げ
た
上
、

２
２
日
の
金
曜
日
を
市
の
任

意
休
日
と
し
て
、
土
日
ま
で

続
く
５
連
休
に
す
る
と
い
う
。 

　
こ
の
措
置
は
特
別
法
案
と

し
て
、
コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長
の

手
で
市
議
会
に
提
出
さ
れ
、

ビ
デ
オ
会
議
で
１
８
日
に
投

票
に
か
け
た
結
果
、
賛
成

３
７
、
反
対
１
４
、
棄
権
１

で
可
決
さ
れ
た
。 

　

投
票
前
、
コ
ー
ヴ
ァ
ス
市

長
は
市
議
会
で
趣
意
説
明
を

行
い
、「
昨
日
の
日
曜
（
１
７

日
）の
隔
離
率
は
５
６
％
だ
っ

た
」
と
し
、
そ
の
数
字
を
さ

ら
に
上
げ
た
い
と
の
意
向
を

示
し
た
。 

　

聖
市
内
で
の
隔
離
率
は

５
０
％
を
割
り
込
む
こ
と
も

珍
し
く
な
い
が
、
聖
市
、
あ

る
い
は
聖
州
が
、
住
民
の
反

対
が
多
い
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都

市
封
鎖
）
に
踏
み
切
ら
な
い

た
め
に
は
、
７
０
％
の
隔
離

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。 

　

一
方
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ

ア
聖
州
知
事
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）

も
１
８
日
、
本
来
は
７
月
９

日
に
あ
た
る
護
憲
革
命
記
念

日
を
２
５
日
に
繰
り
上
げ
で

持
っ
て
く
る
法
案
を
聖
州
議

会
に
提
出
し
て
い
る
。 

　

聖
州
議
会
の
カ
ウ
エ
・
マ

ク
リ
ス
議
長
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）

は
、
１
９
日
に
審
議
、
２
１

日
に
投
票
の
予
定
を
立
て
た

が
、
投
票
は
１
９
日
に
行
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

　

ド
リ
ア
知
事
は
、
大
聖
市

圏
の
市
長
た
ち
に
も
同
様
の

政
策
を
と
る
こ
と
を
提
案
。

２
５
日
と
連
結
さ
せ
、
２
６

〜
２
７
日
ま
で
続
く
連
休
と

す
る
こ
と
を
検
討
す
る
よ
う

に
求
め
て
い
る
。

と
し
て
行
わ
れ
た
。 

　

コ
ー
ロ
ル
氏
は
１
９
日
午

前
中
、
こ
の
件
に
関
す
る
ツ

イ
ッ
タ
ー
を
流
し
、「
あ
の
時

は
正
し
い
道
だ
と
思
い
、
大

胆
な
対
策
を
講
じ
た
つ
も
り

だ
っ
た
。
ポ
ウ
パ
ン
サ
を
使

え
な
く
な
っ
た
こ
と
で
多
大

な
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
国

民
に
お
詫
び
し
た
い
」
と
記

し
た
。
同
氏
は
２
０
１
０
年

に
も
、
ポ
ウ
パ
ン
サ
の
預
金

を
凍
結
し
た
こ
と
を
謝
罪
し

て
い
る
。 

　

コ
ー
ロ
ル
氏
は
就
任
初
年

コ
ー
ロ
ル
が
国
民
に
謝
罪

ポ
ウ
パ
ン
サ
の
凍
結
令
で

コ
ロ
ナ
対
策
で
隔
離
率
上
げ
る
た
め

コ
ロ
ナ
感
染
者
世
界
３
位
に

元大統領

コ
ロ
ナ
禍
の
保
健
省
で
軍
人
急
増

大
臣
代
行
が
指
名
、
ク
ロ
ロ
キ
ン
も
？

フラヴィオ上議 (中央 )
（Wilson Dias/AgênciaBrasil）

　

１
９
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙

は
、
リ
オ
州
議
会
で
横
行
し

て
い
た
ラ
シ
ャ
ジ
ー
ニ
ャ
に
対

し
て
行
わ
れ
た
１
８
年
１
１

月
の
捜
査
「
フ
ル
ナ
・
ダ
・

オ
ン
サ
」
に
関
し
、
こ
の
前

身
の
捜
査
「
カ
デ
イ
ラ
・

ヴ
ェ
ー
リ
ャ
」
を
率
い
て
い
た

の
が
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
・
ラ
マ

ジ
ェ
ム
氏
だ
っ
た
と
報
じ
た
。

同
氏
は
、
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ

前
法
相
の
辞
任
の
引
き
金
に

な
っ
た
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
に

よ
る
連
警
干
渉
疑
惑
の
最
中

に
、
大
統
領
が
連
警
長
官
に

据
え
よ
う
と
し
た
人
物
だ
。

同
氏
の
連
警
長
官
就
任
は
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
一
家
と
の
個
人
的

な
距
離
の
近
さ
な
ど
を
理
由

に
、
最
高
裁
に
差
し
止
め
ら

れ
た
。 

　
「
カ
デ
イ
ラ
・
ヴ
ェ
ー
リ
ャ
」

作
戦
は
、
金
融
活
動
管
理
審

議
会
（
Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｆ
）
の
報
告

を
基
に
、
１
７
年
１
１
月
に

行
わ
れ
た
リ
オ
州
議
会
関
係

者
の
捜
査
で
、
連
警
と
連
邦

検
察
庁
、
リ
オ
州
検
察
局
が

担
当
し
て
い
た
。
ケ
イ
ロ
ス
氏

の
口
座
に
不
正
な
動
き
が
あ

　

１
９
９
０
年
代
に
大
統
領

罷
免
直
前
ま
で
追
い
込
ま
れ

て
辞
任
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
コ
ー
ロ
ル

上
議
が
、
自
身
が
大
統
領
時

代
に
行
っ
た
ポ
ウ
パ
ン
サ
（
貯

蓄
預
金
）
凍
結
に
関
し
て
謝

罪
し
た
。
１
９
日
付
伯
字
サ

イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。 

　

ポ
ウ
パ
ン
サ
凍
結
は
コ
ー

ロ
ル
氏
が
大
統
領
に
就
任
し

た
９
０
年
３
月
１
６
日
に
命

じ
た
も
の
で
、
そ
の
当
時
、

一
カ
月
で
８
０
％
に
も
達
し

て
い
た
イ
ン
フ
レ
の
抑
制
策

よ
る
と
、
同
弁
護
士
は
州
議

時
代
の
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
の
側

近
の
一
人
で
、
パ
ウ
ロ・マ
リ
ー

ニ
ョ
氏
が
暴
露
し
た
、
連
警

が
ケ
イ
ロ
ス
氏
へ
の
捜
査
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
情

報
を
大
統
領
選
期
間
中
に
フ

ラ
ヴ
ィ
オ
氏
が
受
け
取
っ
た

と
さ
れ
る
情
報
漏
え
い
問
題

に
も
関
与
し
て
い
た
疑
い
が

持
た
れ
て
い
る
。 

止まらない疑惑噴出フラヴィオ
上 議

（１） ２０２０年第５４９１号  ５月 ２０日 （水曜日）

に
、
ポ
ウ
パ
ン
サ
凍
結
の
ほ

か
、
公
務
員
の
給
料
調
整
凍

結
も
し
く
は
引
き
下
げ
、
通

貨
を
ク
ル
ゼ
イ
ロ
か
ら
新
ク

ル
ゼ
イ
ロ
に
改
め
る
な
ど
の

経
済
策
を
講
じ
た
。
だ
が
、

９
０
年
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ

Ｄ
Ｐ
）
は
４
・
３
５
％
減
を

記
録
。
９
２
年
１
２
月
に
大

統
領
を
辞
任
し
て
い
る
。 

　

コ
ー
ロ
ル
氏
は
最
近
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
諸
々
の

行
動
を
懸
念
。
自
身
が
罷
免

で
追
い
詰
め
ら
れ
た
経
験
を

引
き
合
い
に
出
し
、「
そ
の
映

画
な
ら
前
に
見
た
が
、
良
く

な
か
っ
た
」
と
い
う
表
現
で

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
、話
題
に
な
っ
て
い
た
。

ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
の
保
健
総
会

に
出
席
中
の
パ
ズ
エ
ロ
保
健

相
代
行
（
１
８
日
、Erasm

o 
Salom

ão/M
S

）



　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓ま

ん

延え
ん

防ぼ
う

止し

の
た
め
に
出だ

さ
れ
た
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

令れ
い

。
そ
れ
に
伴と

も
ない
日に

本ほ
ん

で
よ
く
耳み

み

に
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
が
「
コ
ロ
ナ
離り

婚こ
ん

」
だ
。
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
家か

族ぞ
く

が
再さ

い

構こ
う

築ち
く

さ
れ
る
人ひ

と

も
い
る
一い

っ

方ぽ
う

で
、
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
くに
よ
っ

て
夫ふ

う

婦ふ

が
四し

ろ
く
じ
じ
ゅ
う

六
時
中
顔か

お

を
突つ

き
合あ

わ
せ
る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
、
モ
ラ
ハ
ラ
（
相あ

い

手て

を
侮ぶ

辱じ
ょ
くし
た
り
軽け

い

蔑べ
つ

し

た
り
し
て
、
人に

ん

間げ
ん

性せ
い

や
尊そ

ん

厳げ
ん

を
傷き

ず

つ
け
る
よ
う
な
態た

い

度ど

や
行こ

う

動ど
う

）
や
家か

庭て
い

内な
い

暴ぼ
う

力り
ょ
く、
子こ

供ど
も
へ
の
虐

ぎ
ゃ
く

待た
い

が
発は

っ

生せ
い

し
、
誰だ

れ

に

も
相そ

う

談だ
ん

で
き
な
い
ま
ま
今こ

ん

後ご

の
夫ふ

う

婦ふ

関か
ん

係け
い

や
家か

族ぞ
く

関か
ん

係け
い

に
悩な

や

む
人ひ

と

が
い
る
。
東と

う

京き
ょ
う

都と

に
あ
る
カ
リ
ー
ニ
ョ
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

書し
ょ

士し

事じ

務む

所し
ょ

の
藤ふ

じ

田た

み
き
代だ

い

表ひ
ょ
うに
聞き

い
て
み
た
。

コ
ロ
ナ
離り

婚こ
ん

の
相そ

う

談だ
ん

も
目め

立だ

つ

カ
リ
ー
ニ
ョ
行ぎ

ょ
う

政せ
い

書し
ょ

士し

事じ

務む

所し
ょ

在
ざい

外
がい

邦
ほう

人
じん

の書
しょ

類
るい

手
て

続
つづ

き支
し

援
えん

（３０）

□
コ
ロ
ナ
禍か

緊き
ん

急き
ゅ
う

日に
っ

誌し

□

後ご

藤と
う

隆た
か
し

さ
ん

　

マ
ニ
ー
ル
氏
の
家
の
奥
の
掘
っ
立
て
小
屋
で
は

こ
の
先
、
選
挙
運
動
が
進
む
に
つ
れ
て
、
息
子

が
関
係
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
、

さ
っ
そ
く
、
別
の
借
家
を
探
す
こ
と
に
し
た
。
子

ど
も
が
多
い
か
ら
、
あ
る
程
度
大
き
い
家
が
必
要

だ
。
幸
い
、
町
の
中
央
に
近
い
カ
ー
ザ
・
ブ
ラ
ン

カ
区
に
適
当
な
家
が
み
つ
か
っ
た
。

　

借
家
が
み
つ
か
っ
た
時
点
で
問
題
が
生
じ
た
。

町
に
不
動
産
を
有
す
る
保
証
人
が
必
要
な
の
だ
。

す
ぐ
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
サ
ン
ト
ア
ン
ド
レ
の
先

駆
者
で
裕
福
に
暮
ら
し
て
い
る
大
城
助
一
氏
の
こ

と
だ
。
借
家
の
契
約
書
に
署
名
し
て
も
ら
え
る
か

を
聞
き
に
彼
を
訪
ね
た
。
何
年
か
前
、
彼
は
沖
縄

県
人
の
会
を
作
ろ
う
と
正
輝
を
誘
い
に
き
た
と

き
、
敗
戦
に
対
す
る
意
見
の
食
い
違
い
で
正
輝
は

大
城
氏
を
家
か
ら
追
い
出
し
た
こ
と
が
あ
る
。
別

に
そ
れ
を
根
に
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

保
証
人
役
を
断
ら
れ
た
。

　

幸
い
、
ヴ
ィ
ラ
・
ア
ル
ジ
ラ
に
家
を
も
ち
、
朝

市
で
パ
ス
テ
ル
屋
を
し
て
い
る
宮
城
氏
が
正
輝
の

窮
地
を
し
っ
て
保
証
人
に
な
っ
て
く
れ
た
。

　

引
越
し
は
１
９
５
９
年
４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
行
わ
れ
た
。
引
越
し
道
具
は
ほ
ん
の
少
し
だ
っ

た
。
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
だ
の
は
２
７
か
２
８
年
、

傷
一
つ
な
く
使
わ
れ
て
き
た
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の

テ
ー
ブ
ル
、
ガ
ラ
ス
器
の
戸
棚
と
食
器
棚
、
椅
子

と
ベ
ッ
ド
だ
け
だ
っ
た
。
家
の
わ
り
に
は
家
具
が

す
く
な
か
っ
た
。

　

ニ
ー
チ
ャ
ン
は
シ
ケ
イ
ラ
・
カ
ン
ポ
ス
街
の
古

道
具
屋
で
、
伸
び
縮
み
で
き
る
テ
ー
ブ
ル
と
皮
に

似
せ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
つ
き
の
椅

子
を
６
脚
、
そ
れ
と
、
同
じ
造
り
の
客
間
の
隅
に

お
く
肘
か
け
椅
子
２
脚
、
洋
服
ダ
ン
ス
を
い
く
つ

か
買
っ
た
。
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
テ
ー
ブ
ル
は
台
所

に
置
か
れ
、
家
族
は
そ
の
テ
ー
ブ
ル
で
食
事
し
た
。

こ
れ
で
、
ど
う
に
か
こ
の
家
に
住
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

以
前
の
掘
っ
立
て
小
屋
に
く
ら
べ
、
ず
っ
と
住

み
や
す
く
な
っ
た
も
の
の
、
家
族
に
は
選
挙
運
動

と
い
う
大
き
な
仕
事
が
残
さ
れ
た
。

　

日
系
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
ど
の
政
党
を
選

ぶ
べ
き
か
頭
を
悩
ま
し
た
。
政
党
の
事
業
計
画
な

ど
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
市
会
議
員
の
席
の
数
が

問
題
な
の
だ
。
少
な
く
と
も
、
２
席
か
３
席
獲
得

で
き
る
あ
る
程
度
知
ら
れ
た
党
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

け
れ
ど
も
、
マ
サ
ユ
キ
は
政
策
に
対
し
て
彼
自

身
の
意
見
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
彼
の
理
想

に
一
番
近
い
Ｕ
Ｄ
Ｎ
（
国
民
民
主
同
盟
）
を
選
ん

だ
。
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
反
対
派
と
し
て
の
し
あ
が
り
、

選
出
さ
れ
た
大
統
領
と
対
立
し
た
政
党
だ
。

（２）２０２０年 第５４９１号	 ５月	２０日	（水曜日）

「
幕ま

く

の
内う

ち

弁べ
ん

当と
う

」

　
最さ

い

後ご

の
失し

っ

敗ぱ
い

　

下し
も

元も
と

健け
ん

吉き
ち

の
最さ

い

期ご

は
、
い

か
に
も
彼か

れ

ら
し
い
劇げ

き

的て
き

な
幕ま

く

切ぎ

れ
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
、
そ
の

生し
ょ
う

涯が
い

に
於お

け
る
最さ

い

後ご

の
失し

っ

敗ぱ
い

で
も
あ
っ
た
。
自じ

身し
ん

の
健け

ん

康こ
う

管か
ん

理り

を
怠お

こ
た
り
、
な
す
べ
き
こ

と
を
や
り
残の

こ

し
た
ま
ま
逝い

っ

て
し
ま
っ
た
―
―
と
い
う
失し

っ

敗ぱ
い

で
あ
る
。

　

な
す
べ
き
こ
と
と
は
、
例た

と

え
ば
、
自じ

分ぶ
ん

の
…
つ
ま
り
専せ

ん

務む

理り

事じ

の
後こ

う

継け
い

者し
ゃ

＝
経け

い

営え
い

実じ
つ

務む

の
采さ

い

配は
い

者し
ゃ

＝
を
用よ

う

意い

し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

因ち
な

み
に
、
コ
チ
ア
産さ

ん

組ぐ
み

で

は
前ぜ

ん

年ね
ん

、
理り

事じ

長ち
ょ
うフ
ェ
ラ
ー

ス
が
他た

界か
い

、
下し

も

元も
と

は
、
そ
の

後こ
う

任に
ん

に
理り

事じ

の
井い

の

上う
え

ゼ
ル
ヴ

ァ
ジ
オ
忠た

だ

志し

を
据す

え
て
い
た
。

ゼ
ル
ヴ
ァ
ジ
オ
は
貴き

公こ
う

子し

然ぜ
ん

と
し
た
容よ

う

貌ぼ
う

と
円え

ん

満ま
ん

な
性せ

い

格か
く

で
、
職

し
ょ
く

員い
ん

と
組く

み

合あ
い

員い
ん

か
ら
好す

か
れ
、
統と

う

率そ
つ

者し
ゃ

と
し
て
の
素そ

質し
つ

は
あ
っ
た
。

　

が
、
経け

い

営え
い

の
実じ

つ

務む

を
牽け

ん

引い
ん

す
る
リ
ー
ダ
ー
・
シ
ッ
プ
の
持も

ち
主ぬ

し

で
は
な
か
っ
た
。
そ
の

役や
く

割わ
り

は
別べ

つ

の
人に

ん

間げ
ん

が
、
専せ

ん

務む

と
し
て
担に

な

わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

　

下し
も

元も
と

が
死し

を
覚か

く

悟ご

し
て
い

た
と
す
れ
ば
、
当と

う

然ぜ
ん

、
そ
の

後こ
う

継け
い

候こ
う

補ほ

を
用よ

う

意い

し
て
お
く

べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
し

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た

め
に
以い

後ご

、
専せ

ん

務む

は
、
そ
の

時と
き

々ど
き

の
成な

り
行ゆ

き
に
よ
っ
て
選せ

ん

出し
ゅ
つさ
れ
、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
変か

わ
っ
た
。

　

経け
い

営え
い

組そ

織し
き

・
管か

ん

理り

業ぎ
ょ
う

務む

の
合ご

う

理り

化か

も
、
や
り
残の

こ

し
て
い

た
。
特と

く

に
財ざ

い

務む

面め
ん

が
そ
う
で

あ
っ
た
。

　
コ
チ
ア
は
１
９
９
４
年ね

ん

に
、

時と
き

の
専せ

ん

務む

の
財ざ

い

務む

管か
ん

理り

の
放ほ

う

漫ま
ん

さ
が
引ひ

き
金が

ね

に
な
っ
て
、

瓦が

解か
い

す
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
時と

き

、
筆ひ

っ

者し
ゃ

は
古ふ

る

く
か
ら

の
事じ

業ぎ
ょ
う・
財ざ

い

務む

報ほ
う

告こ
く

書し
ょ

に
目め

を
通と

お

し
て
み
た
。

　

が
、
内な

い

容よ
う

の
お
粗そ

末ま
つ

さ
に

唖あ

然ぜ
ん

と
し
た
。
要よ

う

す
る
に
意い

味み

不ふ

明め
い

で
（
こ
れ
が
天て

ん

下か

の

コ
チ
ア
の
？
）
と
疑う

た
が

う
ほ
ど

で
あ
っ
た
。
秘ひ

書し
ょ

課か

の
老ろ

う

職
し
ょ
く

員い
ん

に
聞き

く
と
、
不ふ

機き

嫌げ
ん

な
声こ

え

で
「
当あ

た
り
前ま

え

だ
、
判わ

か

ら
な

い
よ
う
に
作つ

く

っ
て
あ
る
の
だ
」

と
い
う
返へ

ん

事じ

だ
っ
た
。
後ご

日じ
つ

、

完か
ん

全ぜ
ん

な
粉ふ

ん

飾し
ょ
く

決け
っ

算さ
ん

で
あ
る
こ

と
が
判わ

か
っ
た
。

　

下し
も

元も
と

は
、
コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

に

関か
ん

し
て
も
、
中

ち
ゅ
う

途と

半は
ん

端ぱ

な
ま

ま
で
あ
っ
た
。

　

コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

の
世せ

話わ

役や
く

を

し
て
い
た
山や

ま

中な
か

弘ひ
ろ
し

移い

民み
ん

課か

長ち
ょ
うは
、
彼か

れ

ら
が
乗の

っ
た
船ふ

ね

が

サ
ン
ト
ス
の
岸が

ん

壁ぺ
き

に
着つ

く
度た

び

に
出で

迎む
か

え
、
船ふ

ね

に
乗の

り
込こ

み

「
君き

み

た
ち
は
、
コ
チ
ア
を
受う

け
継つ

ぎ
、
発は

っ

展て
ん

さ
せ
る
た
め

に
来き

た
」
と
鼓こ

舞ぶ

し
た
。

　

と
い
う
こ
と
は
、
下し

も

元も
と

は

コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

導ど
う

入に
ゅ
うの
目も

く

的て
き

を
、

あ
る
程て

い

度ど

、
山や

ま

中な
か

に
話は

な

し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
山や

ま

中な
か

の

藤ふ
じ

田た

み
き
代だ

い

表ひ
ょ
う

の
こ
と
の
よ
う
。《
モ
ラ
ハ
ラ

気き

質し
つ

が
あ
る
人ひ

と

は
、
基き

本ほ
ん

的て
き

に
相あ

い

手て

の
考か

ん
が
え
を
理り

解か
い

し
よ

う
と
は
し
ま
せ
ん
。
自じ

分ぶ
ん

の

考か
ん
がえ
や
価か

値ち

観か
ん

が
全す

べ

て
で
あ

り
、
そ
れ
に
沿そ

わ
な
い
と
平へ

い

気き

で
罵ば

倒と
う

し
た
り
侮ぶ

辱じ
ょ
くし
た

り
し
ま
す
》
と
も
。
皆み

な

さ
ん

も
ど
こ
か
で
経け

い

験け
ん

が
あ
る
か

も
？
！

こ
と
。
某ぼ

う

弁べ
ん

護ご

士し

事じ

務む

所し
ょ

サ

イ
ト
に
は
《
身し

ん

体た
い

的て
き

な
暴ぼ

う

力
り
ょ
く

で
は
な
く
、
言げ

ん

動ど
う

や
態た

い

度ど

と

い
っ
た
モ
ラ
ル
に
よ
る
精せ

い

神し
ん

的て
き

な
苦く

痛つ
う

を
相あ

い

手て

に
与あ

た

え
る
、

家か

庭て
い

内な
い

暴ぼ
う

力り
ょ
くの
一い

っ

種し
ゅ

》
と
説せ

つ

明め
い

さ
れ
て
い
た
。
要よ

う

は
、
夫

お
っ
と

や
妻つ

ま

が
、
相あ

い

手て

の
人じ

ん

格か
く

を
否ひ

定て
い

す
る
よ
う
な
感か

ん

情じ
ょ
う

的て
き

で
キ

ツ
イ
言こ

と

葉ば

を
ぶ
つ
け
る
行こ

う

為い

(257)

来ら
い

週し
ゅ
う

か
ら
「
幕ま

く

の
内う

ち

弁べ
ん

当と
う

」
も

人に
ん

気き

の
「
お
好こ

の

み
焼や

き
」
復ふ

っ

活か
つ

務む

所し
ょ

を
開か

い

設せ
つ

。
そ
の
他ほ

か

に
も

日に

本ほ
ん

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

に

日に

本ほ
ん

語ご

を
教お

し

え
た
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ

（
会か

い

員い
ん

制せ
い

交こ
う

流り
ゅ
うサ
イ
ト
）
を

通つ
う

じ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

と
の

交こ
う

流り
ゅ
うを
続つ

づ

け
て
い
る
。

　
「
カ
リ
ー
ニ
ョ
は
と
て
も
好す

き
な
言こ

と

葉ば

で
し
た
」
と
「
慈

い
つ
く

し
み
」「
愛い

と

お
し
さ
」
を
意い

味み

す
る
ポ
語ご

を
事じ

務む

所し
ょ

名め
い

に
採さ

い

用よ
う

し
た
想お

も

い
を
説せ

つ

明め
い

す
る
。　
　

　

同ど
う

行ぎ
ょ
う

政せ
い

書し
ょ

士し

事じ

務む

所し
ょ

で

は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
相そ

う

続ぞ
く

や
離り

婚こ
ん

、

会か
い

社し
ゃ

設せ
つ

立り
つ

に
関か

ん

す
る
手て

続つ
づ

き

や
相そ

う

談だ
ん

、
在ざ

い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
日に

本ほ
ん

滞た
い

在ざ
い

な
ど
に
関か

ん

す
る

手て

続つ
づ

き
業

ぎ
ょ
う

務む

を
行

お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

藤ふ
じ

田た

さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
離り

婚こ
ん

を
決け

つ

断だ
ん

す
る
前ま

え

に
は
一い

っ

歩ぽ

踏ふ

み
と
ど
ま
り
、
冷れ

い

静せ
い

に
離り

井
いの

上
うえ

ゼルヴァジオ忠
ただ

志
し

理
り

事
じ

長
ちょう

鼓こ

舞ぶ

を
受う

け
た
青せ

い

年ね
ん

た
ち
は

「
組く

み

合あ
い

の
後こ

う

継け
い

者し
ゃ

育い
く

成せ
い

」
が

自じ

分ぶ
ん

た
ち
が
導ど

う

入に
ゅ
うさ
れ
た
目も

く

的て
き

で
あ
る
と
思お

も
っ
た
。

　

し
か
し
下し

も

元も
と

と
青せ

い

年ね
ん

の
接せ

っ

触し
ょ
くは
極き

わ

め
て
少す

く

な
か
っ
た
。

青せ
い

年ね
ん

た
ち
が
サ
ン
ト
ス
に
着つ

い
た
後あ

と

、
組く

み

合あ
い

発は
っ

祥し
ょ
うの
地ち

モ

イ
ー
ニ
ョ
・
ヴ
ェ
ー
リ
ョ
で
、

話は
な
しを
聞き

い
た
だ
け
…
と
い
う

人ひ
と

が
殆ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
れ
も

１
９
５
５
年ね

ん

か
ら
５
７
年ね

ん

ま

で
の
渡と

航こ
う

者し
ゃ

で
、
彼か

れ

の
没ぼ

つ

後ご

に
来き

た
青せ

い

年ね
ん

た
ち
は
、
会あ

っ

て
も
い
な
い
。

　

従
し
た
が

っ
て
殆ほ

と
ん

ど
の
青せ

い

年ね
ん

が
、

下し
も

元も
と

の
人じ

ん

格か
く

的て
き

影え
い

響き
ょ
うを
受う

け

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

戦せ
ん

前ぜ
ん

の
産さ

ん

青せ
い

連れ
ん

の
場ば

合あ
い

は
、

す
で
に
記し

る

し
た
様よ

う

に
、
下し

も

元も
と

は
各か

く

地ち

を
回ま

わ

っ
て
青せ

い

年ね
ん

た
ち

に
接せ

っ

触し
ょ
く、
新し

ん

社し
ゃ

会か
い

建け
ん

設せ
つ

論ろ
ん

を
壇だ

ん

上じ
ょ
うか
ら
説と

き
来き

た
り
説と

き

去さ

り
、
座ざ

談だ
ん

会か
い

で
諄

じ
ゅ
ん

々じ
ゅ
んと
語か

た

り
聞き

か
せ
た
。
青せ

い

年ね
ん

た
ち
は

時と
き

の
経た

つ
の
を
忘わ

す

れ
て
聞き

き

入い

り
、感か

ん

動ど
う

し
、夢ゆ

め

を
抱だ

い
た
。

下し
も

元も
と

の
人に

ん

間げ
ん

的て
き

魅み

力り
ょ
くに
吸す

い

込こ

ま
れ
た
。
だ
か
ら
彼か

れ

ら
は

燃も

え
上あ

が

り
、
行こ

う

動ど
う

し
た
の
で

あ
る
。

　

コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

に
つ
い
て
も
、

下し
も

元も
と

は
、
い
ず
れ
時じ

期き

を
見み

て
、
そ
れ
を
す
る
つ
も
り
で
あ

っ
た
ろ
う
。
慎し

ん

重ち
ょ
うを
期き

し
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
青せ

い

年ね
ん

を
よ
く
見み

極き
わ

め
て
か
ら
…

と
。

　

下し
も

元も
と

は
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

直ち
ょ
く

後ご

の
騒そ

う

乱ら
ん

の
中な

か

で
、
信し

ん

念ね
ん

派は

の
産さ

ん

青せ
い

連れ
ん

の
盟め

い

友ゆ
う

へ
の
対た

い

処し
ょ

策さ
く

を
誤あ

や
ま
り
、

組く
み

合あ
い

へ
呼よ

び
戻も

ど

す
こ
と
に
失し

っ

敗ぱ
い

し
て
い
る
。

　

筆ひ
っ

者し
ゃ

は
、
か
つ
て
あ
る
元も

と

職し
ょ
く

員い
ん

に
「
何な

故ぜ

、
下し

も

元も
と

さ
ん

は
コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

導ど
う

入に
ゅ
うの
真し

ん

の

目も
く

的て
き

を
明め

い

確か
く

に
し
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
」
と
訊た

ず

ね
た
こ

と
が
あ
る
。
返へ

ん

事じ

は
「
ど
う

い
う
質た

ち

の
青せ

い

年ね
ん

が
来く

る
か
判わ

か

ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
」
で
あ
っ

た
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
も

や
り
残の

こ

し
た
。

　

そ
の
コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

が
入は

い

り

始は
じ

め
て
か
ら
―
―
繰く

り
返か

え

し

に
な
る
が
―
―
彼か

れ

ら
を
雇こ

用よ
う

し
た
組く

み

合あ
い

員い
ん

の
出

し
ゅ
っ

荷か

量り
ょ
うは
驚

お
ど
ろ

く
ほ
ど
伸の

び
た
。
組く

み

合あ
い

全ぜ
ん

体た
い

で
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
以い

後ご

も
含ふ

く

め
、
彼か

れ

ら
は
戦せ

ん

後ご

の
コ

チ
ア
の
生せ

い

産さ
ん

活か
つ

動ど
う

の
主し

ゅ

要よ
う

部ぶ

分ぶ
ん

を
担に

な
っ
た
。

　

し
か
し
役や

く

員い
ん

人じ
ん

事じ

は
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

移い

民み
ん

か
ら
二に

世せ
い

へ
の
流な

が

れ

が
強つ

よ

く
な
っ
て
行い

っ
た
。

志
こ
こ
ろ
ざ
し

あ
る
コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

の
組く

み

合あ
い

離ば
な

れ
が
絶た

え
る
こ
と
な
く
続つ

づ

い

た
。

　

青せ
い

年ね
ん

の
経け

い

営え
い

へ
の
参さ

ん

画か
く

は
、

１
９
９
４
年ね

ん

、
組く

み

合あ
い

の
歴れ

き

史し

が
終お

わ
る
ま
で
極き

わ

め
て
微び

び々

た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

産さ
ん

青せ
い

連れ
ん

の
場ば

合あ
い

は
認に

ん

識し
き

派は

の
盟め

い

友ゆ
う

た
ち
が
戦せ

ん

後ご

、
役や

く

員い
ん

陣じ
ん

に
常つ

ね

に
名な

を
連つ

ら

ね
た
。
無む

論ろ
ん

、
下し

も

元も
と

人じ
ん

事じ

で
あ
っ
た
。

コ
チ
ア
青せ

い

年ね
ん

の
場ば

合あ
い

、
そ
の

候こ
う

補ほ

た
り
得う

る
年と

し

頃ご
ろ

に
な
っ

た
時と

き

は
、
下し

も

元も
と

は
居い

な
か
っ

た
。　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　

ブ
ラ
ジ
ル
ヤ
ン
マ
ー
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

社し
ゃ

長ち
ょ
う、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

第だ
い

８
代だ

い

会か
い

頭と
う

な
ど
を
歴れ

き

任に
ん

し
た
後ご

藤と
う

隆
た
か
し

さ
ん
＝
聖せ

い

市し

在ざ
い

住じ
ゅ
う

＝
が
、
５

月が
つ

８
日か

に
誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺は
い

炎え
ん

に
よ

り
亡な

く
な
っ
た
。
享

き
ょ
う

年ね
ん

９
５
。

広ひ
ろ

島し
ま

県け
ん

出し
ゅ
っ

身し
ん

。

　

後ご

藤と
う

さ
ん
は
京

き
ょ
う

都と

大だ
い

学が
く

を

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

後ご

、
兼か

ね

松ま
つ

株か
ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

を

経へ

て
ヤ
ン
マ
ー
デ
ィ
ー
ゼ
ル
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

に
入

に
ゅ
う

社し
ゃ

。
１
９
５
７

年ね
ん

に
渡と

伯は
く

し
、
同ど

う

年ね
ん

ブ
ラ
ジ

ル
ヤ
ン
マ
ー
有ゆ

う

限げ
ん

会が
い

社し
ゃ

（
後の

ち

の
ブ
ラ
ジ
ル
ヤ
ン
マ
ー
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

）
を
創そ

う

立り
つ

。
同ど

う

社し
ゃ

の
経け

い

営え
い

に
４
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うに
わ
た
り

携た
ず
さわ
っ
た
。

　

８
９
～
９
３
年ね

ん

、
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

の
会か

い

頭と
う

も
務つ

と

め
た
。
そ
の
功こ

う

績せ
き

が
認み

と

め
ら
れ
、
７
９
年ね

ん

に
は
ブ
ラ

ジ
ル
で
ジ
ョ
ゼ
ー
・
ボ
ニ
フ
ァ

シ
オ
功こ

う

労ろ
う

賞し
ょ
う、
日に

本ほ
ん

か
ら
は

海か
い

外が
い

経け
い

済ざ
い

協き
ょ
う

力り
ょ
く

貢こ
う

献け
ん

者し
ゃ

と

し
て
通つ

う

産さ
ん

大だ
い

臣じ
ん

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
うを
受じ

ゅ

賞し
ょ
う。
ま
た
、
０
７
年ね

ん

に
は
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

か
ら
の
秋あ

き

の
叙じ

ょ

勲く
ん

旭
き
ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
うを
受じ

ゅ

勲く
ん

し
た
。

　

葬そ
う

儀ぎ

は
一い

っ

切さ
い

実じ
っ

施し

せ
ず
、

現げ
ん

在ざ
い

の
コ
ロ
ナ
問も

ん

題だ
い

が
落お

ち

着つ

き
次し

第だ
い

、
別べ

っ

途と

法ほ
う

要よ
う

を
行

お
こ
な

う
予よ

定て
い

だ
と
い
う
。

婚こ
ん

後ご

の
生せ

い

活か
つ

を
見み

つ
め
直な

お

す

こ
と
は
重

じ
ゅ
う

要よ
う

で
す
。
離り

婚こ
ん

や

相そ
う

続ぞ
く

の
手て

続つ
づ

き
は
煩は

ん

雑ざ
つ

で
多た

大だ
い

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費つ

い

や
し
、

特と
く

に
ブ
ラ
ジ
ル
も
含ふ

く

め
在ざ

い

外が
い

邦ほ
う

人じ
ん

の
場ば

合あ
い

は
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

と

は
違ち

が

う
手て

続つ
づ

き
上じ

ょ
う
の
壁か

べ

に
ぶ

ち
当あ

た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

と
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　

後こ
う

編へ
ん

で
は
、
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

書し
ょ

士し

及お
よ

び
法ほ

う

務む

博は
か

士せ

で
あ
る
藤ふ

じ

田た

さ

ん
が
「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル

人じ
ん

の
夫ふ

う

婦ふ

が
離り

婚こ
ん

す
る
場ば

合あ
い

の
手て

続つ
づ

き
」「
海か

い

外が
い

か
ら
の
相そ

う

続ぞ
く

手て

続つ
づ

き
の
際さ

い

に
よ
く
あ
る

失し
っ

敗ぱ
い

例れ
い

」「
ど
の
よ
う
な
人ひ

と

が

注ち
ゅ
う

意い

が
必ひ

つ

要よ
う

か
」
を
紹

し
ょ
う

介か
い

す

る
。（
つ
づ
く
）

【
カ
リ
ー
ニ
ョ
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

書し
ょ

士し

事じ

務む

所し
ょ

】
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

＝
東と

う

京き
ょ
う

都と

新し
ん

宿
じ
ゅ
く

「
お
袋ふ

く
ろ
の
味あ

じ

」
の
幕ま

く

の
内う

ち

弁べ
ん

当と
う

に
す
る
。

　

１
カ
月げ

つ

前ま
え

か
ら
始は

じ

め
た

『
原は

ら

口ぐ
ち

さ
ん
の
お
弁べ

ん

当と
う

』
は

一い
ち

律り
つ

３
５
レ
ア
ル
。
①
麻ま

ー

婆ぼ
ー

豆ど
う

腐ふ

弁べ
ん

当と
う

、
②
唐か

ら

揚あ

げ
カ

レ
ー
弁べ

ん

当と
う

、
③
と
ん
か
つ
カ

レ
ー
弁べ

ん

当と
う

、
④
牛ぎ

ゅ
うカ
ツ
カ
レ

ー
弁べ

ん

当と
う

、
⑤
焼や

き
う
ど
ん
弁べ

ん

当と
う

、
⑥
焼や

き
鮭さ

け

弁べ
ん

当と
う

、
⑦

牛ぎ
ゅ
うし
ょ
う
が
焼や

き
弁べ

ん

当と
う

、
⑧

　

ブ
ラ
ジ
ル
在ざ

い

住じ
ゅ
う

期き

間か
ん

に
は

生せ
い

活か
つ

面め
ん

で
多お

お

く
の
ブ
ラ
ジ
ル

人じ
ん

に
助た

す

け
ら
れ
、
そ
の
恩お

ん

返が
え

し
が
し
た
い
と
、
日に

本ほ
ん

に
帰き

国こ
く

後ご

の
２
０
１
７
年ね

ん

に
同ど

う

事じ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問も

ん

題だ
い

の
た
め

に
帰き

国こ
く

で
き
な
く
な
っ
た
海か

い

外が
い

在ざ
い

留り
ゅ
う

邦ほ
う

人じ
ん

に
も
同ど

う

様よ
う

の
悩な

や

み
を
抱か

か

え
て
い
る
人ひ

と

が
い
る
こ

と
を
危き

惧ぐ

し
、い
ち
早は

や

く
「
コ

ロ
ナ
離り

婚こ
ん

」
相そ

う

談だ
ん

を
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
が
カ

リ
ー
ニ
ョ
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

書し
ょ

士し

事じ

務む

所し
ょ

だ
。

　

藤ふ
じ

田た

さ
ん
は
夫お

っ
と
の
赴ふ

任に
ん

に

伴と
も
ない
２
０
１
４
年ね

ん

か
ら
ブ
ラ

ジ
ル
で
３
年ね

ん

間か
ん

、
そ
れ
以い

前ぜ
ん

に
も
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
に
在ざ

い

住じ
ゅ
うし
、
在ざ

い

外が
い

邦ほ
う

人じ
ん

が
直

ち
ょ
く

面め
ん

す
る
様さ

ま

々ざ
ま

な
家か

族ぞ
く

問も
ん

題だ
い

を
目ま

の
当あ

た
り
に
し
て

き
た
。

解か
い

決け
つ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問も
ん

題だ
い

が
生し

ょ
う
じ
て
い
る
と
思お

も

わ

れ
ま
し
た
」
と
語か

た

る
の
は
藤ふ

じ

田た

み
き
代だ

い

表ひ
ょ
うだ
。

　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

同ど
う

士し

の
結け

っ

婚こ
ん

、
国こ

く

際さ
い

結け
っ

婚こ
ん

を
問と

わ
ず
、
新し

ん

型が
た

コ

　
「
当と

う

事じ

務む

所し
ょ

に
お
い
て
も
、

家か

族ぞ
く

が
家い

え

に
籠こ

も

る
こ
と
で
、

辛つ
ら

い
思お

も

い
を
し
て
い
る
お
客

き
ゃ
く

様さ
ま

の
ご
相そ

う

談だ
ん

が
増ふ

え
ま
し
た
。

海か
い

外が
い

で
暮く

ら
す
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
方か

た

に
も
、
暴ぼ

う

力り
ょ
く

等な
ど

す
ぐ
に
で
も

し
く
始は

じ

め
る
。

　

店て
ん

主し
ゅ

の
原は

ら

口ぐ
ち

マ
ル
ガ
リ
ー

ダ
さ
ん
自み

ず
か
ら
自じ

宅た
く

で
煮に

物も
の

を

作つ
く

り
、
店て

ん

頭と
う

で
卵

た
ま
ご

焼や

き
や
焼や

き
魚ざ

か
な、
漬つ

け

物も
の

な
ど
を
併あ

わ

せ
て

ら
、
人に

ん

気き

メ
ニ
ュ
ー
お
好こ

の

み

焼や

き
（
３
５
レ
ア
ル
）
を
復ふ

っ

活か
つ

さ
せ
た
ほ
か
、
来ら

い

週し
ゅ
う２
５

日に
ち

（
月げ

つ

）
か
ら
は
「
幕ま

く

の
内う

ち

弁べ
ん

当と
う

」（
３
８
レ
ア
ル
）
を
新

あ
た
ら

　

外が
い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

令れ
い

開か
い

始し

か
ら

２
カ
月げ

つ

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

リ

ベ
ル
ダ
ー
デ
区く

バ
ロ
ン
・
デ
・

イ
グ
ア
ッ
ペ
街が

い

の
居い

酒ざ
か

屋や

「
一い

っ

茶さ

」
が
１
９
日に

ち

（
火か

）
か

（上
じょう

）

一
いっ

茶
さ

豚ぶ
た

し
ょ
う
が
焼や

き
弁べ

ん

当と
う

。
今こ

ん

週し
ゅ
うか
ら
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り

る
。
臨り

ん

時じ

祝し
ゅ
く

日じ
つ

の
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
１

面め
ん

の
３
段だ

ん

記き

事じ

に
あ
る
通と

お

り
。

つ
ま
り
２
１
日に

ち

（
木も

く

）
付づ

け

、

２
２
日に

ち

（
金き

ん

）
付づ

け

が
休

き
ゅ
う

刊か
ん

に

な
る
。
だ
か
ら
次つ

ぎ

の
新し

ん

聞ぶ
ん

発は
っ

行こ
う

は
２
３
日に

ち

（
土ど

）
付づ

け

。
そ

の
次つ

ぎ

の
新し

ん

聞ぶ
ん

は
２
７
日に

ち

（
水す

い

）

付づ
け

と
な
る
の
で
、
ご
理り

解か
い

の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願ね

が

い
し

ま
す
。

　
「
モ
ラ
ハ
ラ
」
と
い
う
言こ

と

葉ば

を
始は

じ

め
て
聞き

い
た
読ど

く

者し
ゃ

も
多お

お

い
の
で
は
？ 

か
く
言い

う
記き

者し
ゃ

も
何な

ん

だ
か
分わ

か
ら
ず
、
思お

も

わ

ず
ネ
ッ
ト
検け

ん

索さ
く

し
た
。
モ
ラ

ハ
ラ
と
は
「
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
の
略り

ゃ
くで
、
ポ
語ご

で
は

「A
sséd

io m
o

ral

」
の

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

と
州し

ゅ
う
の
緊き

ん

急き
ゅ
うコ
ロ
ナ
対た

い

策さ
く

で
急き

ゅ
う

き
ょ
、

２
０
日か

（
水す

い

）、２
１
日に

ち（
木も

く

）、

２
５
日に

ち

（
月げ

つ

）
が
臨り

ん

時じ

祝し
ゅ
く

日じ
つ

に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
日ひ

は
編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

も
休や

す

み
に
な
る
の
で
、

翌よ
く

日じ
つ

の
新し

ん

聞ぶ
ん

が
休

き
ゅ
う

刊か
ん

に
な

の
⑨
「
カ
ツ
丼ど

ん

」
も
新あ

た
ら
し
く

加く
わ

わ
っ
た
。

　

携け
い

帯た
い

ア
プ
リ
の
Ｒ
ａ
ｐ

ｐ
ｉ
（h

ttp
s://w

w
w

.
rap

p
i.co

m
.b

r/res -
tau

ran
tes/izakaya-

issa

）に
よ
る
受う

け
渡わ

た

し
も
可か

能の
う

と
の
こ
と
。

　

営え
い

業ぎ
ょ
うは
月げ

つ

～
土ど

曜よ
う

日び

（
祝

し
ゅ
く

日じ
つ

含ふ
く

む
）
１
１
時じ

～
１
５

時じ

、
１
７
時じ

半は
ん

か
ら
２
０
時じ

半は
ん

ま
で
。
臨り

ん

時じ

休き
ゅ
う

日じ
つ

の
２
０

日か

、
２
１
日に

ち

、
２
５
日に

ち

も
営え

い

業ぎ
ょ
うす
る
と
い
う
。

　

店て
ん

頭と
う

渡わ
た

し
の
ほ
か
、
ワ
ッ

ツ
ア
ッ
プ
（
１
１
・
３
２
０
８ 

・
８
８
１
９
）
で
注

ち
ゅ
う

文も
ん

も
出で

来き

る
。
店み

せ

所し
ょ

在ざ
い

地ち

（R
u

a 
B

a
ra

o d
e Ig

u
a

p
e

, 
8

9
, Liberdade

）
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サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

児
玉
秋
代

子
等
に
な
き
我
等
の
郷
愁
柿
を
食
む 

そ
の
日
ま
で
の
箸
と
茶
碗
や
新
豆
腐 

雛
祭
歌
っ
て
暮
る
る
夕
支
度

◎
掌
で
廻
し
な
が
ら
剥
い
た
見
事
な
柿
の
美
味
し
さ
に
一

瞬
蘇
る
郷
愁
、
こ
の
思
い
は
子
供
等
に
は
な
い
も
の
だ
と

家
族
の
中
に
一
人
だ
け
国
を
異
に
す
る
余
生
の
不
思
議
と

半
世
紀
を
過
ぎ
た
郷
愁
を
静
か
に
詠
っ
た
一
句
で
す 

　

そ
し
て
又
戦
前
戦
後
に
渉
る
日
本
人
農
家
の
努
力
が
実

ら
せ
た
美
し
い
柿
と
呼
ば
れ
る
柿
、
独
白
の
滋
味
深
い
秀

品
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

広
瀬
芳
山

新
涼
の
街
に
ひ
そ
む
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

音
消
え
し
街
を
歩
か
ば
秋
高
し 

谷
底
の
岩
を
洗
い
て
秋
の
水 

◎　

新
涼
は
秋
に
入
り
は
じ
め
て
感
じ
ら
れ
る
涼
し
さ
の

こ
と
外
出
規
制
と
な
っ
た
街
に
は
人
影
も
な
く
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
密
か
に
潜
ん
で
き
る
不
気
味
な
街
を
よ
く
表
現

さ
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
無
か
っ
た
相
手
の
影
も
形
も
み
え

な
い
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
の
不
安
を
詠
っ
た
一
句
静
か
に
落

ち
着
い
た
季
語
を
上
手
に
置
い
た
巧
み
な
詩
心
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。 　

　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア　
　
　
　
　
　

岩
木
洋
子

お
見
舞
い
に
持
ち
ゆ
く
桃
を
冷
や
し
け
り 

加
齢
で
す
医
師
の
一
と
言
秋
寒
し 

精
一
杯
咲
い
て
小
さ
な
秋
の
バ
ラ 

◎
病
室
に
着
い
た
時
冷
え
て
い
て
美
味
し
い
桃
で
あ
る
様

に
と
冷
や
し
て
い
る
作
者
患
っ
て
い
る
友
へ
の
情
感
が
限
り

な
く
伝
は
る
一
句
で
す
。
い
く
ば
く
の
哀
愁
の
た
だ
よ
う

優
し
い
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

吉
田
し
の
ぶ

「
か
し
ず
く
」
は
死
語
と
な
り
女
性
の
日 

コ
ロ
ナ
菌
に
閉
じ
込
め
ら
れ
し
老
い
の
秋 

人
生
の
た
そ
が
れ
に
似
て
末
枯
る
る 

◎　
「
か
し
づ
く
」「
つ
つ
ま
し
く
」
等
な
ど
時
代
を
離
れ

て
行
く
多
く
の
言
葉
、 

　

大
方
は
戦
前
に
存
在
し
女
性
へ
の
日
常
使
わ
れ
る
言
葉

で
し
た
。 

季
語
「
女
性
の
日
」
に
よ
く
効
い
て
微
笑
ま
し
い
作
品
に

な
り
ま
し
た
。　

　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

大
野
一
歩

秋
の
灯
や
各
階
毎
の
家
族
譚 

音
た
て
ず
蛾
の
影
舞
い
し
秋
日
下 

星
月
夜
シ
ャ
ラ
リ
と
ピ
ア
ス
か
な 

◎
夜
の
高
層
ビ
ル
に
向
か
っ
て
の
感
慨
の
一
句
で
す
。
灯
っ

て
い
る
窓
に
は
き
っ
と
家
族
が
皆
帰
宅
し
て
今
日
の
出
来

事
を
楽
し
く
語
り
合
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
灯
る
窓
へ
の
楽

し
い
一
句
に
な
り
ま
し
た
。
灯
っ
て
な
い
窓
も
あ
っ
て
出
来

た
作
品
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
ア
サ
イ　
　
　
　
　
　

西
川
直
美

新
涼
や
観
光
バ
ス
着
く
ア
サ
イ
城 

ア
サ
イ
城
満
月
の
ぼ
り
ゆ
く
と
こ
ろ 

新
緑
や
町
に
な
じ
ん
で
ア
サ
イ
城 

◎
２
０
１
８
年
ア
サ
イ
市
に
官
民
が
心
を
合
わ
せ
て
１
０

年
の
才
月
を
か
け
築
城
を
終
え
た
ア
サ
イ
城
そ
こ
に
今
は

観
光
バ
ス
が
横
付
け
に
な
る
程
知
名
度
が
上
が
っ
た
こ
と

を
心
か
ら
喜
び
ア
サ
イ
城
を
愛
し
て
止
ま
な
い
感
情
の
一

句
で
す
。
老
移
民
の
ま
じ
り
の
な
い
温
か
さ
が
伝
わ
る
こ

こ
ろ
よ
い
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

（1064）

小
斎
棹
子 

選

◎
投
句
送
り
先

SA
O

K
O

 K
O

SA
I

  Rua Itatiaia, 75
  CEP 04310-010
  Sao Paulo - SP

　
　
　
グ
ア
パ
ラ 　
　
　
　
　

田
中
独
行

待
ち
遠
し
茎
枯
れ
ゆ
き
て
芋
の
秋 

通
園
の
親
皆
若
し
半
ズ
ボ
ン 

ぼ
う
ふ
ら
の
泳
ぐ
水
や
る
軒
の
鉢 

◎　

待
ち
遠
し
か
っ
た
茎
も
枯
れ
て
そ
の
枯
れ
茎
を
引
く

と
土
の
香
り
と
共
に
茎
に
つ
い
て
く
る
芋
の
数
を
詠
い
自

然
に
よ
せ
る
作
者
の
愉
し
い
作
品
で
す
。

　
　
　
リ
ベ
ロ
ン
ピ
ー
レ
ス　
　
　
　
　
　

中
馬
和
子

「
着
い
た
よ
」
と
娘
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
夜
半
の
秋 

干
し
芋
に
足
を
踏
ん
ば
り
バ
ッ
タ
飛
ぶ 

唐
辛
子
ト
ラ
ブ
ル
絶
え
ぬ
犬
と
猫 

◎　

物
騒
な
夜
路
を
帰
る
娘
に
家
に
つ
い
た
ら
必
ず
電
話

を
す
る
様
に
と
送
り
出
し
た
老
女
「
着
い
た
よ
」
と
の
電

話
に
瞭
ら
か
に
そ
れ
ま
で
の
心
配
か
ら
放
た
れ
て
行
く
親

の
心
中
を
表
現
し
た
一
句
で
す
。
秋
の
夜
の
文
情
の
作
品

に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 

　
　
　
　
　
青
山
和
栄

詩
歌
の
日
カ
ス
ト
ロ
・
ア
ル
ベ
ス
街
に
住
み 

谷
風
に
殊
に
吹
か
れ
て
女
郎
花 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
観
客
無
し
の
三
月
場
所 

◎
作
者
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
著
名
な
詩
人
カ
ス
ト
ロ･

ア
ル

バ
ス
名
前
の
つ
い
た
街
に
住
ん
で
俳
人
と
し
て
活
躍
し
て

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
ほ
ほ
え
ま
し
い
縁
で
す
。
異
色
の
作
品
で

し
た
。
一
度
カ
ス
ト
ロ･

ア
ル
バ
ス
街
を
ゆ
っ
く
り
散
歩

し
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 

　
　
　
　
　
青
山
和
栄

一
と
言
の
胸
に
落
ち
着
く
夜
半
の
秋

木
々
の
風
静
か
に
秋
を
呼
び
に
け
り

不
愉
快
な
電
話
も
休
み
カ
ル
バ
ナ
ル

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

湯
田
南
山
子

枝
豆
を
は
じ
き
乍
ら
の
句
案
か
な 

椿
寿
忌
や
日
本
語
広
場
に
仏
生
会 

猛
威
振
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
秋
の
行
く 

　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア 　
　
　
　
　

須
賀
吐
句
志 

秋
は
逝
く
死
亡
通
知
に
知
人
の
名 

新
聞
の
切
り
抜
き
も
し
て
長
き
夜 

在
り
し
日
の
友
の
写
真
に
秋
惜
し
む 

　
　
　
リ
オ
ラ
ン
ジ
ェ 　
　
　
　
　

井
上
人
業

夏
の
川
奴
隷
競
り
せ
し
橋
と
聞
く 

皇
帝
の
植
へ
し
大
王
椰
子
仰
ぐ 

明
易
し
旅
も
三
日
の
山
ホ
テ
ル

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

西
谷
律
子

橋
下
か
ら
せ
り
あ
が
り
咲
く
ク
ワ
レ
ズ
マ 

間
引
菜
の
お
ひ
た
し
ご
ま
の
香
り
し
て 

故
郷
へ
帰
っ
て
き
た
よ
な
、
柿
の
村 

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

西
山
ひ
ろ
子

子
の
腕
に
す
が
っ
て
仰
ぐ
秋
の
月 

弱
音
吐
く
友
の
ゐ
る
幸
や
柿
を
む
く 

山
萩
の
穏
や
か
な
揺
れ
句
座
に
あ
り

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

武
田
知
子

絹
が
好
き
木
綿
が
好
き
と
新
豆
腐 

名
水
の
口
に
や
は
り
と
新
豆
腐 

古
り
た
る
は
雛
の
み
な
ら
ず
我
が
齢

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

原
は
る
江 

新
豆
腐
畑
に
売
り
に
来
し
昔 

幼
子
を
抱
い
て
モ
レ
ー
ナ　
サ
ン
バ
踏
む 

モ
ジ
ス
ザ
ノ
柿
の
里
と
も
言
わ
れ
し
や

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

山
田
か
お
る

女
性
の
日　

老
い
に
も
う
れ
し
い
バ
ラ
１
輪 

秋
晴
れ
に
友
は
米
寿
の
宴
の
中 

ブ
ラ
ジ
ル
に
老
い
て
縁
な
き
カ
ル
ナ
バ
ル

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

平
間
浩
二

柿
た
わ
わ
夕
陽
の
色
と
な
り
に
け
り 

闇
深
し
我
が
世
と
ば
か
り
虫
時
雨 

豊
年
の
一
村
挙
げ
て
柿
祭
り

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

三
宅
珠
美

柿
の
山
崩
し
て
選
ぶ
朝
の
市 

喉
越
し
の
風
味
ま
ろ
や
か
新
豆
腐 

人
生
は
片
道
切
符
や
秋
彼
岸

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

玉
田
千
代
美

柿
一つ
じ
ゅ
く
す
ま
で
見
て
落
ち
る
ま
ま 

新
豆
腐
ラ
ッ
パ
の
売
り
子
今
日
見
え
ず 

つ
る
し
柿
里
の
香
送
る
娘
の
あ
り
て

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　
日
野
隆

秋
風
に
ゆ
る
る
ご
と
く
に
我
が
余
生 

小
枝
か
ら
散
っ
て
枯
葉
や
秋
惜
し
む 

我
が
行
く
道
を
照
ら
せ
よ
南
十
字
星

　
　
　
久
米
島 　
　
　
　
　

矢
崎
愛

自
転
車
の
子
と
走
る
子
と
鰯
雲 

前
歯
抜
け
し
子
は
眠
り
つ
く
星
月
夜 

キ
ス
も
ハ
グ
も
が
ま
ん
コ
ロ
ナ
や
冬
支
度

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

吉
村
妙

湯
上
り
の
黒
髪
せ
な
に
星
月
夜 

流
れ
来
る
聖
歌
を
せ
に
し
星
月
夜 

秋
の
水
受
け
て
ほ
ほ
え
む
小
さ
き
手

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

柿
木
ネ
ウ
ザ
幸
江

新
涼
や
真
っ
赤
な
背
広
で
バ
イ
レ
行
く 

星
月
夜
家
族
揃
っ
て
か
ぞ
え
て
る 

木
を
そ
め
て
香
り
と
色
や
秋
の
声

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

久
保
一
光

道
化
師
の
に
っ
こ
り
笑
ふ
街
の
秋 

針
金
の
紙
を
血
に
染
め
山
装
ふ 

唐
土
は
コ
ン
ロ
の
上
の
思
案
中

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

猪
野
み
つ
え

指
先
を
廻
し
て
ト
ン
ボ
近
づ
け
り 

思
い
切
り
サ
ン
バ
を
踏
ん
で
出
稼
ぐ
と 

詩
歌
の
日
晩
年
過
ぎ
て
ホ
句
学
ぶ

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

畠
山
て
る
え

カ
ル
ナ
バ
ル
手
振
り
腰
振
り
お
む
つ
の
子 

郊
外
に
越
し
て
十
年
鰯
雲 

農
園
の
小
さ
き
池
や
蜻
蛉
撮
る

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

田
尻
瑞
穂

童
話
の
中
だ
け
に
い
る
か
な
赤
と
ん
ぼ 

道
端
に
や
っ
と
見
つ
け
た
女
郎
花 

早
々
と
木
の
葉
ち
ら
し
て
秋
日
干

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

鈴
木
文
子

ニ
ュ
ー
ス
今
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
秋
悲
し 

合
併
も
新
し
き
道
ホ
句
の
秋 

燃
え
上
が
る
原
爆
ド
ー
ム
の
サ
ン
バ
山
車

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

坂
野
不
二
子

有
り
余
る
と
き
も
在
り
し
日
鰯
雲 

焼
酎
の
湯
割
り
楽
し
む
父
の
秋 

灰
の
日
の
話
題
に
の
ぼ
る
店
閉
ま
い

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

森
川
玲
子

お
供
え
の
小
さ
な
萩
餅
秋
彼
岸 

授
業
後
の
校
庭
に
椅
子
い
わ
し
雲 

竹
藪
の
映
す
池
の
辺
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

真
藤　

浩
子

女
郎
花
文
字
に
合
わ
ぬ
花
や
さ
し 

鰯
雲
故
郷
恋
う
て 

秋
日
干
農
継
ぐ
二
代
目
頼
も
し
く

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

上
田
ゆ
づ
り

コ
ロ
ナ
菌
世
の
経
済
も
惑
わ
せ
て 

想
い
出
は
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
り
薄
明
か
り 

不
況
な
ど
し
ば
し
忘
れ
て
カ
ー
ニ
バ
ル

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

岩
崎
る
り
か

斑
の
ト
ロ
ッ
テ
な
り
し
も
誇
ら
し
げ 

囃
を
れ
て
乞
食
ト
ロ
ッ
テ
惠
み
乞
ふ 

澄
む
水
に
群
れ
る
魚
の
水
し
ぶ
き

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

素
田
雪
恵

外
つ
国
に
齢
重
ね
て
初
日
の
出 

郷
愁
も
消
え
ず
や
き
餅
ふ
く
れ
ゆ
く 

ブ
ラ
ジ
ル
に
憧
れ
し
も
正
月
雪
恋
し

　
　
　
サ
ン
パ
ウ
ロ 　
　
　
　
　

坂
田
武
則

川
添
い
の
土
手
を
彩
る
女
郎
花 

今
は
昔
指
を
回
し
て
と
ん
ぼ
釣
る 

鰯
雲
帰
路
を
急
ぐ
や
大
漁
旗

　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ヤ 　
　
　
　
　

佐
々
木
友
栄

お
持
て
成
し
ド
ラ
ー
ド
刺
身
で
乾
杯
す 

長
い
夜
は
胸
お
ど
ら
せ
て
ラ
ブ
レ
タ
ー 

草
花
を
人
待
ち
顔
の
乙
女
か
な

　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア 　
　
　
　
　

作
野
敏
子

何
処
飛
ん
で
き
た
の
か
草
の
花 

目
を
閉
じ
て
感
ず
る
風
や
秋
深
し 

草
花
夕
陽
に
映
え
て
あ
か
あ
と

　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア 　
　
　
　
　

白
石
幸
子

秋
彼
岸
作
る
ま
ん
じ
ゅ
う
た
の
し
か
り 

老
達
の
昔
話
に
夜
長
過
ぎ 

も
ら
い
手
も
な
し
に
草
梅
も
た
い
な
く

　
　
　
ポ
ン
ペ
イ
ア 　
　
　
　
　

鹿
島
和
江

四
代
目
は
何
も
わ
か
ら
ず
秋
彼
岸 

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
孫
が
草
花
も
い
で
く
る 

老
夫
婦
心
や
す
ら
ぐ
秋
彼
岸

　
　
　
リ
ベ
ロ
ン
ピ
ー
レ
ス 　
　
　
　
　

中
馬
淳
一

唐
辛
子
噛
ん
で
ピ
ン
ガ
を
グ
イ
飲
み
す 

踊
り
の
輪
つ
ら
れ
て
入
る
娘
か
な 

秋
の
夜
を
心
地
良
く
寝
て
目
覚
む
か
な

　
　
　
リ
ベ
ロ
ン
ピ
ー
レ
ス 　
　
　
　
　

西
川
あ
け
み

唐
辛
子
室
内
飾
る
レ
ス
ト
ラ
ン 

秋
の
夜
や
や
さ
し
き
言
葉
ほ
し
く
な
り 

飛
機
み
れ
ば
我
も
行
き
た
し
鰯
雲

　
　
　
リ
ベ
ロ
ン
ピ
ー
レ
ス 　
　
　
　
　

山
城
み
ど
り

新
年
や
味
噌
汁
あ
れ
ば
い
い
と
言
ふ 

店
前
に
か
わ
い
い
鉢
の
唐
辛
子 

三
色
の
ピ
ー
マ
ン
入
れ
て
支
那
料
理

 

今
日
ま
で
の
投
句
し
て
頂
い
た
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

当
分
句
会
の
開
催
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
私
の
処
へ

投
句
下
さ
い
、
お
電
話
で
も
お
受
け
し
ま
す
。（
電
話
＝
１
・

５
５
８
９
・
５
２
９
６
）
締
め
切
り
は
毎
月
２
５
日　

投
句

数
五
句　

当
季
雑
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
く
ろ
し
お
句
会
（
４
月
分
）

母
と
子
の
語
り
合
ひ
つ
つ
残
る
虫　
　
　
　
　

須
賀
吐
句
志

福
島
の
新
酒
特
撰
大
吟
醸　
　
　
　
　
　
　

平
間　

浩
二

成
り
ゆ
き
に
ま
か
す
余
生
や
残
る
虫　
　
　

広
田　

ユ
キ

古
井
戸
や
釣
瓶
で
汲
み
し
澄
み
し
水　
　
　

井
上　

人
栄

亡
き
母
の
小
柄
な
姿
蛍
草　
　
　
　
　
　
　

富
岡　

絹
子

去
り
し
人
呼
ぶ
か
に
鳴
い
て
残
る
虫　
　
　

原　

は
る
江

枯
菊
を
焚
き
し
匂
ひ
の
身
に
残
り　
　
　
　

玉
田
千
代
美

伝
統
の
家
訓
を
継
ぎ
し
新
酒
か
な　
　
　
　

林　

と
み
代

月
今
宵
孤
高
の
光
降
り
注
ぎ　
　
　
　
　
　

鈴
木　

文
子

夢
あ
ふ
れ
新
郎
新
婦
新
酒
注
ぎ　
　
　
　
　

石
井
か
ず
枝

作
物
の
実
り
祝
い
て
新
酒
く
む　
　
　
　
　

那
須　

千
草

咳
一
つ
気
に
な
る
コ
ロ
ナ
秋
の
風　
　
　
　
　

伊
藤
み
ち
子

寒
い
夜
ふ
ろ
ふ
き
大
根
母
偲
ぶ　
　
　
　
　

太
田　

映
子

あ
り
が
た
や
衣
食
住
あ
り
新
酒
あ
り　
　
　

大
野　

宏
江

燈
下
親
し
渡
航
の
時
の
新
刊
書　
　
　
　
　

串
間
い
つ
え

京
の
街
琵
琶
湖
疎
水
の
水
澄
め
り　
　
　
　

田
中
美
智
子

火
焔
樹
や
山
間
全
き
緑
な
す　
　
　
　
　
　

馬
場
園
か
ね

※
５
月
１
３
日
に
掲
載
し
た
際
、
一
部
掲
載
も
れ
が
あ
っ
た

た
め
、
お
詫
び
の
上
こ
こ
に
再
掲
載
致
し
ま
す
。

◎
リ
ベ
イ
ロ
ン
・
ピ
ー
レ
ス
俳
句
会
（
４
月
分
）

冷
や
や
か
に
世
界
中
襲
う
新
コ
ロ
ナ　
　
　
　

山
城
み
ど
り

物
忘
れ
し
っ
か
り
せ
よ
と
秋
の
声　
　
　
　
　
　
　
　

〃

我
が
町
を
讃
え
る
ニ
ュ
ー
ス
秋
の
宵　
　
　
　

中
馬　

和
子

冷
や
か
や
ま
た
も
入
り
し
詐
欺
電
話　
　
　
　
　
　

〃

コ
ロ
ナ
害
清
流
の
町
菊
人
形　
　
　
　
　
　
　

西
川
あ
け
み

地
割
し
て
農
民
苦
し
め
秋
旱　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

ア
バ
カ
テ
や
滋
養
に
た
っ
ぷ
り
甘
み
あ
り　
　

中
馬　

淳
一

石
ベ
ン
チ
腰
を
掛
け
れ
ば
冷
ん
や
り
と　
　
　
　
　

〃

◎
「
塔
」
歌
会
記
（
３
月
分
）

食
卓
に
茗
荷
の
み
じ
ん
い
り
ご
ま
と
そ
う
め
ん
な
ら
ぶ
夏
蘭

け
の
昼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
上　
　

元

自
ず
か
ら
盆
栽
と
な
る
鉢
の
樹
々
日
か
げ
で
育
ち
花
見
は
な

ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本

 

草
取
り
に
脚
つ
り
立
て
ず
助
け
呼
ぶ
小
雨
の
中
を
泥
ん
こ
の

ま
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

流　
　

千
里

ブ
ラ
ジ
ル
語
に
つ
い
て
行
け
ず
に
老
移
民
子
ら
で
賑
わ
う
席

を
は
ず
し
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
重　

昌
子

頭
の
せ
草
取
り
靴
に
眠
り
お
り
仔
犬
休
め
と
わ
れ
に
い
う
が

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
茄
女

も
う
二
時
間
動
か
ぬ
バ
ス
に
石
で
い
る
目
的
地
に
は
た
ど
り

着
か
ね
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼　
　

寛
子

春
の
陽
を
吸
い
た
る
布
団
を
と
り
こ
め
ば
幸
せ
の
香
の
部
屋

に
た
だ
よ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
口　

民
恵

雷
鳴
と
つ
ん
ざ
く
光
に
立
す
が
た
見
す
る
真
白
き
胡
蝶
蘭
あ

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
川　

知
子

金
魚
草
音
た
て
る
が
に
咲
き
ほ
こ
り
暑
き
日
射
し
に
音
な
く

落
ち
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
谷
ひ
さ
子

声
も
な
く
ス
マ
ホ
に
向
う
高
校
生
指
の
動
き
は
魔
術
師
の
ご

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏　
　

笑
子

日
曜
日
に
知
ら
ぬ
町
に
来
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で
ぱ
く
つ
く
は
め

に
な
り
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
林　

義
明

黒
豆
の
塩
味
主
食
に
六
〇
年
肌
は
そ
れ
よ
り
日
に
焼
け
黒
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
井　
　

貢

日
溜
り
の
年
寄
り
た
ち
に
小
鳥
ら
は
鳥
の
こ
と
ば
で
歌
を
聞

か
せ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

弥
生

窓
ガ
ラ
ス
伝
う
雨
粒
あ
か
黄
い
ろ
夕
光
に
映
え
ひ
か
り
つ
つ

消
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
木
田
洋
子

あ
ん
ぐ
り
と
わ
た
菓
子
を
食
う
子
ら
の
ご
と
雲
を
み
あ
げ
る

真
夏
の
雲
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野　

く
に

孫
の
字
を
左
右
に
分
け
て
離
れ
ゆ
け
り
た
だ
一
人
な
る
わ
が

少
年
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝　

友
梨
香

〈
歌
会
記
〉

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会
の
日
に
、
石
田
比
呂
志
先
生
が
わ

た
し
（
滝
）
に
「
歌
は
作
る
も
の
だ
」
と
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
こ
の
先
生
は
ご
存
知
の
よ
う
に
、
啄
木
に
憧
れ
歌
人
に

な
ら
れ
た
方
。
普
段
見
て
い
る
こ
と
を
く
ど
く
ど
説
明
せ
ず
、

反
骨
精
神
を
培
い
、
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
人
間
の
存
在
を
詠
う
先

生
の
歌
集
「
老
猿
」
か
ら
。

今
度
こ
そ
う
ま
く
世
間
を
渡
ろ
う
と
縁
の
か
け
た
る
猪
口

と
歳
越
ゆ

同
じ
道
ば
か
り
歩
い
て
来
た
も
ん
で
ほ
ら
見
て
ご
覧
こ
の

片
減
り
を

　
こ
の
道
は
人
生
を
振
り
返
っ
て
れ
ば
の
意
味
。

無
知
蒙
昩
（
む
ち
も
う
ま
い
）
操
行
不
良
無
為
徒
食
品
性

稍
下
（
や
や
げ
）
血
液
型
Ｈ

　

漢
字
だ
け
で
も
韻
律
が
あ
る
。
Ｈ
は
性
的
な
意
味
あ
い
を

持
つ
。

ぶ
ら
ん
こ
を
漕
い
で
い
る
児
よ
早
よ
帰
ろ
北
風
小
僧
が
も

う
や
っ
て
来
る

花
は
葉
を
葉
は
花
知
ら
ぬ
曼
殊
沙
華
棺
の
中
は
寒
い
の
だ

ろ
う
か

酒
の
み
て
ひ
と
り
し
が
な
く
食
う
し
し
ゃ
も
尻
か
ら
食
わ

れ
て
痛
い
か
し
し
ゃ
も

　
こ
の
歌
集
『
老
猿
』
か
ら
ど
う
表
現
し
て
も
よ
い
が
、
た
だ

定
型
に
詠
え
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
歌
に
韻
律
が
あ
る
こ
と
。

無
い
の
は
散
文
、
む
だ
な
言
葉
や
助
詞
が
な
い
こ
と
も
見
え
、

そ
れ
は
一
首
ご
と
に
工
夫
が
あ
る
か
ど
う
か
纏
め
た
と
き
に
見

え
る
、
と
私
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
そ
れ

が
で
き
な
い
私
で
す
。

孫
の
字
を
左
右
に
分
け
て
離
（
か
）
れ
ゆ
け
り
た
だ
一
人
な

る
わ
が
少
年
は

　

私
の
一
首
が
分
か
り
に
く
い
そ
う
で
説
明
し
ま
す
。
調
べ
る

と
〝
孫
〟
の
字
は
「
子
の
子
へ
と
一
筋
に
繋
が
る
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。〝
孫
〟
の
字
を
左
右
に
分
け
る
と
子
と
系
に
な
り
、

子
は
孫
の
父
親
、
系
は
家
系
の
系
と
私
は
判
断
し
「
離
（
か
）

り
ゆ
け
り
」
は
孫
の
字
を
左
右
に
離
し
た
意
味
で
、「
去
る
」

と
せ
ず
「
離
」
を
使
い
ま
し
た
。

　
「
塔
」
歌
会
は
栃
木
県
人
会
館
に
て

　

毎
月
第
二
水
曜
日
一
時
～
四
時

　

電
話　

五
六
八
六
・
七
五
八
九　
　
　
　
　

滝　

友
梨
香

※
４
月
１
日
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
掲
載

（３） ２０２０年第５４９１号  ５月 ２０日 （水曜日）



テレビ番組
☆都合により放送時間、番組内容が変更される場合もあります。

☆記載されている放送時間はブラジリア時間です。
月　　 日（日）から　 　月　　 日（土）まで

月日 火 水 木 金 土	 5月 31日

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

　
23

00	ニュース
15	NHK のど自慢

00	ニュース
05	新・BS 日本のうた
2:35	趣味の園芸	京も一日

陽だまり屋
40	みちたん 5min ～大好

き・東北～
45	うちなーであそぼ
50	BS ニュース
00	PREMIUM	SELECTIONS

00	大相撲	夏場所	「八日目
～両国国技館」	( 二 )

00	ニュース	( 二 )
05	ミミクリーズ
15	コレナンデ	サンデー
25	基礎英語 0	 ～世界エイ

ゴミッション～
35	E ダンスアカデミー
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	ダーウィンが来た！

00	大河ドラマ「麒麟（き
りん）がくる」

45	ニュース・気象情報
00	NHK スペシャル
49	ワールドウェザー
50	世界ふれあい街歩き

10:50	ニュース・気象情報
55	これでわかった！世界

のいま

11:32	 ミニ番組
35	サンデースポーツ 2020
12:19	ミニ番組

13:20	ミニ番組
25	PREMIUM	SELECTIONS

15:20	BS ニュース
30	将棋フォーカス

00	囲碁フォーカス
30	演芸図鑑

00	大河ドラマ「麒麟（き
りん）がくる」	（20）	
( 再 )

45	さわやか自然百景(再)
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	 おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル	（46）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	【ドラマ】アシガール	

（7）	( 再 )
50	プロフェッショナル(再)
23:35	エール
42	きょうの料理ビギナー

ズ	( 再 )

00	ニュース
20	うまいッ！
45	【連続テレビ小説】エー

ル	（46）	( 再 )
00	新日本風土記	( 再 )

00	COOL	JAPAN ～
45	 Doki	Doki!	NHK	ワールド
50	5 分で「麒麟がくる」
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	ガールズクラフト	(再)
20	やまと尼寺	精進日記
49	ワールドウェザー
50	ごごナマ
4:45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01	にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ	 with	

Orton
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニ ュ ー ス	 シ ブ 5 時	

( 二 )
10	みいつけた！
25	すイエんサー

50	アニメ	ねこねこ日本史
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	鶴瓶の家族に乾杯

8:42	ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	逆転人生

45	【ストーリーズ】
11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:10	ワールドウェザー
15	【土曜時代ドラマ】雲霧

仁左衛門 3	< 終 >（8）
53	ミニ番組
55	みんなのうた	( 再 )
00	サイエンス ZERO
30	ガイロク（街録）

00	あの日	わたしは～証言
記録	東日本大震災～

05	みんなの体操	( 再 )
10	きょうの健康
25	きょうの料理
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日 (再 )
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	にっぽん百名山
00	ごごナマ	( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんといっしょ

(再 )
24	みいつけた！	( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！…
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	 おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル	（47）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	鶴瓶の家族に乾杯	(再)

23:17	 ドキュメント 72 時
間	( 再 )

48	視点 ･論点
58	ワールドウェザー

00	ニュース
20	BENTO	EXPO
45	【連続テレビ小説】エー

ル	（47）	( 再 )
00	趣味どきっ！
25	NHK 短歌
50	おもてなし	即レス英会

話
00	世界にいいね！つぶや

き英語
25	J-MELO	( 英 )
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	まる得マガジン	( 再 )
20	すくすく子育て
49	ワールドウェザー
50	ごごナマ
4:45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01	にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ	 with	

Orton
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニ ュ ー ス	 シ ブ 5 時	

( 二 )
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	サラメシ
57	うたコン
8:42	ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	クローズアップ現代＋

30	プロフェッショナル	仕
事の流儀

11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:10	ワールドウェザー
15	先人たちの底力	知恵泉

（ちえいず）
58	ミニ番組
00	みんなのうた	( 再 )
05	グレーテルのかまど

00	あの日	わたしは～証言
記録	東日本大震災～

05	みんなの体操	( 再 )
10	きょうの健康
25	きょうの料理
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日 (再 )
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	イッピン
00	ごごナマ	( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんとい…	(再)
24	みいつけた！	( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル	（48）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	うたコン	( 再 )
50	歴史秘話ヒスト…(再 )
23:35	 みちたん 5min ～大

好き・東北～
40	うちなーであそぼ
48	視点 ･論点

00	ニュース

45	【連続テレビ小説】エー
ル	（48）	( 再 )

00	趣味どきっ！
25	NHK 俳句
50	おもてなし	即レス英会

話
00	テレビで中国語
25	Asia	Insight	( 二 )

55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	まる得マガジン	( 再 )
20	ウワサの保護者会
44	楽ラクワンポイント介護
3:49	ワールドウェザー
50	ごごナマ
4:45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01	にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ	…
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニ ュ ー ス	 シ ブ 5 時	

( 二 )
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	ガッテン！
8:15	 サンドのお風呂いた

だきます
42	ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	クローズアップ現代＋

30	歴史秘話ヒストリア

11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2020

12:10	ワールドウェザー
15	又吉直樹のヘウレー

カ！
00	ふらっとあの街	旅ラン

10 キロ
30	ふるカフェ系	
00	あの日	わたしは～証言

記録	東日本大震災～
05	みんなの体操	( 再 )
10	きょうの健康
25	きょうの料理
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日 (再 )
15	時論公論
30	ダーウィンが来た！(再)
58	ミニ番組
00	ごごナマ	( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんといっしょ	

( 再 )
24	みいつけた！	( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！…
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル	（49）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	ガッテン！	( 再 )
50	サンドのお風呂いただ

きます	( 再 )
23:17	演芸図鑑	( 再 )
48	視点 ･論点
58	ワールドウェザー

00	ニュース
20	サラメシ	( 再 )
45	【連続テレビ小説】エー

ル	（49）	( 再 )
00	趣味どきっ！
25	趣味の園芸
50	おもてなし	即レス英会

話
00	旅するスペイン語
25	Journeys	 in	 Japan	

( 二 )
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた
15	まる得マガジン	( 再 )
20	Core	Kyoto	( 二 )
48	ワールドウェザー
50	ごごナマ
4:45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01	にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ	 with	

Orton
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニ ュ ー ス	 シ ブ 5 時	

( 二 )
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	所さん！大変ですよ
57	ネ ー ミ ン グ バ ラ エ

ティー	
8:42	ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	クローズアップ現代＋

30	世界はほしいモノにあ
ふれてる

11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2020
12:10	ワールドウェザー
15	【プレミアムドラマ・選】

珈琲屋の人々	< 新 >（1）
13:05	5 分で「麒麟（きりん）

がくる」	( 再 )
10	あしたも晴れ！人生レ

シピ
55	みんなのうた	( 再 )
00	あの日	わたしは～
05	みんなの体操	( 再 )
10	きょうの健康
25	BENTO	EXPO	( 再 )
48	Doki	Doki	!	( 再 )
53	ミニ番組
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日 (再 )
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	ニッポンぶらり鉄道旅
00	ごごナマ	( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんとい…(再 )
24	みいつけた！	( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】エー
ル	（50）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	ネーミングバラ…(再 )
50	【プレミアムドラマ・選】

珈琲屋の人々（1、再 )
23:40	5 分「麒麟がくる」(再 )
48	チコちゃんに叱られ

る！チコっ…(再 )

00	ニュース
20	ミニ番組
38	趣味の園芸	( 再 )
45	エール	（50）	( 再 )
00	チョイス＠病気になっ

たとき	( 再 )
45	エール	( 再 )
50	おもてなし	
00	旅するフランス語
25	T r a i l s	 t o	 O i s h i i	

Tokyo	( 二 )
55	名曲アルバム
00	BS ニュース
10	みんなのうた	( 再 )
15	まる得マガジン	( 再 )
20	ふるカフェ系	ハルさん

の休日	( 再 )
50	ごごナマ
4:45	ピタゴラスイッチミニ
50	BS ニュース
5:01	にほんごであそぼ
11	えいごであそぼ	 with	

Orton
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ
00	ニ ュ ー ス	 シ ブ 5 時	

( 二 )
10	みいつけた！
25	天才てれびくん hello,

59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	首都圏情報	ネタドリ！
57	チコちゃんに叱られ

る！
8:45	ガールズクラフト
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	【ドラマ】アシガール

11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2020

12:10	ワールドウェザー
15	にっぽん縦断	こころ旅	

とうちゃこ
13:13	ミニ番組
15	新日本風土記

14:15	 チョイス＠病気に
なったとき

00	ニュースきょう一日 (再 )
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	美の壺
00	ごごナマ	( 再 )

55	ミニ番組
00	おかあさんといっしょ	

( 再 )
24	みいつけた！	( 再 )
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！…
59	ワールドウェザー
00	NHK ニュース	おはよう

日本

19:59	 ワールドウェザー
00	【連続テレビ小説】エー

ル	「第 10 週」
15	チコちゃんに叱られ

る！	( 再 )
00	週刊まるわかりニュー

ス
30	土曜ドラマ	( 再 )

22:20	NHKスペシャル	(再)

23:10	ブラタモリ	( 再 )

57	ワールドウェザー

00	ニュース
15	バラエティー生活笑百科
40	浮世絵 EDO-LIFE
45	エール	「第10週」	(再)
00	ニュース
05	大河ドラマ「麒麟（き

りん）がくる」	（20）	
( 再 )

50	PREMIUM	SELECTIONS

3:50	BS ニュース
00	又吉直樹のヘウレー

カ！	( 再 )
43	ミニ番組
45	デザインあ	( 再 )
00	PREMIUM	SELECTIONS

30	おかあさんといっしょ
54	みんなのうた	( 再 )
00	ニュース	( 二 )
05	ピタゴラスイッチ
20	ア ニ メ	 少 年 ア シ ベ	

GO ！ GO ！ゴマちゃん
30	ワンワンわんだーらん

ど
00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	ブラタモリ

8:15	 有吉のお金発見	 突
撃！カネオくん

45	ニュース・気象情報
00	NHK スペシャル
50	チコちゃんに叱られ

る！チコっとだけ…
00	浮世絵 EDO-LIFE	( 再 )
05	Doki	Doki	!	NHK…(再)
10	有田 Pおもてなす
45	きじまりゅうたの小腹

すいてませんか？
00	SONGS

00	ニュース・気象情報
05	シブヤノオト

13:35	ミニ番組
40	サタデースポーツ
50	ミニ番組
00	うまいッ！	( 再 )

23	ミニ番組
25	みんなのうた	( 再 )
30	BS ニュース
40	日本の話芸

15:10	にっぽんの芸能

16:28	ミニ番組
30	【ストーリーズ】	( 再 )

00	おかあさんと…(再 )
24	ニャンちゅう！宇宙！

放送チュー！ミニ
29	ノージーのひらめき工房
44	デザインあ
59	ワールドウェザー
00	ニュース
10	目撃！にっぽん
45	N スペ 5min.
50	テレビ体操
00	おはよう日本
45	さわやか自然百景
59	ワールドウェザー
00	小さな旅
25	サラメシ	( 再 )
53	ミニ番組
57	気象情報
00	日曜討論

00	ニュース・気象情報
05	明日へ	つなげよう
55	みんなのうた
00	ザ少年倶楽部

59	ワールドウェザー

☆番組の内容は 5面に記載
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テレビ番
ばんぐみ

組案
あんない

内

【 問 い 合 わ せ 】（ 株 ） 日 本 国 際 放 送

ワ ー ル ド Ｔ Ｖ カ ス タ マ ー セ ン タ ー

◆ 電 話 : +81-3-5458-6601 ◆ E -

M a i l : p r e m i u m - p r @ j i b t v . c o m

☆都
つごう

合により放
ほうそう

送時
じかん

間、番
ばんぐみ

組内
ないよう

容が変
へんこう

更されている

場
ばあい

合もあります。

☆記
きさい

載されている放
ほうそう

送時
じかん

間はブラジリア時
じかん

間です。

	 月
がつ

	 日
か

（土
ど

）まで

	 月
がつ

	 日
にち

（日
にち

）から

	 6	 6	

☆大
た い

河
が

ドラマ「麒
き

麟
り ん

がくる」☆
「家

いえ

康
やす

への文
ふみ

」
日
にち

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

8:00
（再

さい

）午
ご

後
ご

5：00　土
ど

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

1:05

☆サンドのお風
ふ

呂
ろ

いただきます☆
「東

とう

京
きょう

　港
みなと

区
く

編
へん

」
水
すい

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

8:15  （再
さい

）午
ご

後
ご

10：50
　今

こん

回
かい

の舞
ぶ

台
たい

は、東
とう

京
きょう

タワーのふもと港
みなと

区
く

芝
しば

！
世
せ

界
かい

の V.I.P から愛
あい

される高
こう

級
きゅう

豆
とう

腐
ふ

店
てん

で、絶
ぜっ

品
ぴん

「『育ちがいい人』だけが知って
いること」（共同）

「建築の東京」（共同）

記
録
さ
れ
な
い
も
の
へ
の
興
味

変
え
ら
れ
ま
す
」。
そ
し
て
育

ち
の
良
さ
は
「
一
度
身
に
つ
け

た
ら
失
う
こ
と
の
な
い
一
生
の

財
産
」「
美
し
さ
を
凌
ぐ
一
生

の
武
器
」
だ
と
。

　
「
育
ち
」
な
る
も
の
に
憧

れ
な
が
ら
も
近
づ
け
ず
に
い

た
人
に
は
、
心
引
か
れ
る
惹

句
に
違
い
な
い
。
刊
行
３
カ

月
弱
で
６
度
増
刷
し
、
発
行

８
万
部
と
い
う
好
調
さ
は
、

そ
の
反
映
だ
ろ
う
。
３
０
～

４
０
代
を
中
心
に
広
く
女
性

に
読
ま
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

　

第
１
項
は
、
ほ
ほ
笑
み
の

勧
め
。「
相
手
の
心
地
よ
さ

を
優
先
で
考
え
た
自
然
な
ほ

ほ
え
み
は
、
人
付
き
合
い
の

最
低
限
の
気
遣
い
で
す
」。
な

よ
う
な
ア
イ
コ
ン
と
な
る
建

物
が
な
い
と
い
う
。
著
者
は

「
東
京
が
つ
ま
ら
な
く
な
っ

た
」
と
ば
っ
さ
り
。
保
守
化

し
た
東
京
の
再
開
発
へ
の
危

機
感
に
貫
か
れ
た
評
論
集

だ
。

　

象
徴
的
な
事
件
が
、
Ｓ
Ｆ

映
画
の
巨
大
宇
宙
船
の
よ
う

な
流
線
形
の
フ
ォ
ル
ム
が
鮮

「
花
電
車
芸
人
」

「人は生きていく上で闇を必要としていると
思います」と話す八木沢高明さん（共同）

　
【
共
同
】
き
っ
か
け
は
不
倫

相
手
の
女
性
か
ら
の
い
た
ず

ら
。
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
履
か

さ
れ
、
メ
ー
ク
を
施
さ
れ
…
。

以
来
、
主
人
公
の
男
性
は
女

装
に
魅
せ
ら
れ
、
女
装
者
を

好
む
男
性
と
の
性
愛
に
も
の

め
り
込
ん
で
い
く
。
山
下
紘

加
さ
ん
の
新
作「
ク
ロ
ス
」（
河

出
書
房
新
社
）
は
、
性
の
ま

ま
な
ら
な
さ
に
物
語
を
通
し

「『
育
ち
が
い
い
人
』
だ

け
が
知
っ
て
い
る
こ
と
」

美
し
さ
凌
ぐ
一
生
の
武
器
に

（
諏
内
え
み
著
）

（
元
永
知
宏
著
）

「
野
球
と
暴
力
」

真
剣
ゆ
え
の
滑
稽
さ
描
く

作
家
の
山
下
紘
加
さ
ん

の
八
木
沢
高
明
さ
ん

　
【
共
同
】「
散
楽
」
と
総

称
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
雑
芸
が

奈
良
時
代
に
大
陸
か
ら
伝
来

し
、大
衆
芸
能
の
原
形
に
な
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
歴

史
に
記
録
さ
れ
る
の
は
人
の

営
み
の
ほ
ん
の
一
部
だ
。
ル

ポ
ラ
イ
タ
ー
の
八
木
沢
高
明

さ
ん
は
近
著
「
花
電
車
芸
人
」

で
、
女
性
器
を
使
っ
た
さ
ま

ざ
ま
な
芸
と
ル
ー
ツ
、
生
身

の
体
で
芸
を
よ
す
が
に
生
き

る
人
々
を
追
っ
た
。

　
「
推
測
す
る
し
か
な
い
け
れ

ど
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
ら
唐

を
経
由
し
て
、
そ
ん
な
芸
が

伝
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

て
風
船
を
割
り
、
火
を
噴

く
。
劇
場
で
目
撃
し
た
体
験

を
「
古
代
の
儀
式
」
の
よ
う

だ
と
描
写
し
た
。

　

し
か
し
担
い
手
も
劇
場
も

減
り
、
消
え
ゆ
く
運
命
に
あ

る
花
電
車
芸
。
海
外
に
も
存

在
す
る
と
知
り
、
ヨ
ー
コ
さ

ん
と
共
に
バ
ン
コ
ク
の
劇
場

に
赴
い
て
タ
イ
の
人
々
の
魂

も
つ
か
む
。
本
書
の
話
題
は

そ
の
後
、
芸
の
ル
ー
ツ
を
巡
っ

て
「
魔
都
」
と
呼
ば
れ
た
戦

前
の
上
海
や
唐
の
都
・
長
安
、

江
戸
・
両
国
へ
と
時
空
を
超

え
て
広
が
る
。

　

ス
ト
リ
ッ
プ
劇
場
で
取

材
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

０
５
年
ご
ろ
。「
踊
り
子
さ

ん
よ
り
も
、
劇
場
を
含
め
て
、

そ
の
消
え
去
り
そ
う
な
雰
囲

気
」
に
引
か
れ
た
。
父
が
母

を
殺
す
場
面
を
見
る
な
ど
壮

絶
な
生
い
立
ち
を
語
る
踊
り

子
の
持
ち
芸
は
、
舞
台
で
首

を
つ
る
こ
と
だ
っ
た
。
ス
ト

リ
ッ
プ
が
「
生
命
維
持
装
置
」

で
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。「
他

に
も
、
そ
こ
以
外
に
生
き
る

場
所
が
な
い
人
が
た
く
さ
ん

い
る
わ
け
で
す
。
暗
黙
の
う

ち
に
で
も
存
在
を
認
め
て
き

た
こ
と
が
、
社
会
の
豊
か
さ

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

長
年
、
色
街
を
歩
い
て
き

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
成
り
立
ち

を
調
べ
れ
ば
、
公
娼
制
度
な

ど
「
近
代
の
残
滓
」
に
行
き

当
た
る
と
い
う
。

　
「
猥
雑
な
場
所
を
排
除
し

よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
け

れ
ど
、『
浄
化
』
と
い
う
の
は

少
な
く
と
も
人
間
に
対
し
て

使
っ
て
い
い
言
葉
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。
猥
雑
さ
、
雑
多
な

も
の
を
切
り
捨
て
て
い
っ
た
先

に
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う

に
“
清
潔
”
に
管
理
さ
れ

た
社
会
が
見
え
る
よ
う
で
、

怖
さ
を
感
じ
ま
す
」

て
迫
る
意
欲
作
だ
。

　
「
誰
の
心
の
中
に
も
異
性
が

い
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か

け
で
そ
れ
が
出
て
く
る
瞬
間

が
あ
る
と
思
う
」。
主
人
公

の
苦
悩
も
、
自
分
は
女
性
な

の
か
男
性
な
の
か
と
い
う
二

者
択
一
で
は
描
か
な
い
。
明

確
に
特
定
で
き
な
い
自
分
の

性
に
戸
惑
い
、時
に
迷
走
す
る
。

「
自
分
も
体
験
す
る
よ
う
な

（「
花
電
車
芸
人
」
は
角
川
新

書
・
９
９
０
円
）

感
覚
で
、
書
き
な
が
ら
少

し
ず
つ
理
解
し
て
い
き
ま

し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
「
女
ら
し
さ
」
に
執
着

し
た
り
、
女
装
を
す
る

自
分
の
内
に
あ
る
女
性
へ

の
ね
じ
れ
た
感
情
に
気
付

か
さ
れ
た
り
。
切
れ
味
に

こ
だ
わ
っ
た
文
章
で
、
感
情

の
ひ
だ
に
分
け
入
っ
て
い
く
。

「
何
か
か
ら
自
由
に
な
っ
て

も
、
ま
た
別
の
不
自
由
に
と

ら
わ
れ
て
い
く
。
結
局
は
そ

の
繰
り
返
し
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
で
も
、
そ
こ
で
あ
が
い
て

い
る
姿
が
人
間
ら
し
く
て
面

白
い
な
と
思
う
ん
で
す
」

　

創
作
に
目
覚
め
た
き
っ
か

け
は
、
小
学
校
の
自
由
研

新作「クロス」を刊行し
た山下紘加さん（共同）

究
で
の
絵
本
制
作
。
も
と
も

と
本
を
好
む
子
ど
も
だ
っ
た
。

「
小
さ
い
頃
、
夏
目
漱
石
の

『
草
枕
』
を
繰
り
返
し
読
ん

で
い
ま
し
た
。
あ
の
小
説
の

リ
ズ
ム
感
は
身
体
に
染
み
つ

い
て
い
る
気
が
し
ま
す
」

　

高
校
時
代
に
は
文
学
賞
へ

の
応
募
を
始
め
、
２
０
１
５

年
、
人
形
を
偏
愛
す
る
少
年

を
描
い
た
前
作
「
ド
ー
ル
」

で
文
芸
賞
を
受
け
デ
ビ
ュ
ー

し
た
。
今
は
会
社
勤
め
を
し

な
が
ら
、
毎
晩
小
説
を
書
く

日
々
だ
と
い
う
。

　
「『
ド
ー
ル
』
は
自
分
と
し

て
は
真
剣
に
書
い
た
の
で
す

が
、
発
表
し
た
後
、
滑
稽
に

思
え
た
と
い
う
感
想
を
人
か

ら
も
ら
っ
て
。
真
剣
で
あ
る

が
ゆ
え
の
滑
稽
さ
に
、
自
分

は
す
ご
く
興
味
が
あ
る
の
だ

と
気
付
い
た
ん
で
す
」

　
【
共
同
】
高
校
野
球
の
世

界
で
表
面
化
す
る
暴
力
事
件

の
背
後
に
あ
る
も
の
は
何
か
。

か
つ
て
東
京
六
大
学
野
球
の

選
手
で
も
あ
っ
た
著
者
が
、

強
豪
校
の
指
導
者
、
元
プ
ロ

野
球
選
手
ら
を
訪
ね
歩
い
て

探
っ
た
。

　
「
甲
子
園
」
至
上
主
義
の

裏
で
行
わ
れ
て
き
た
厳
し
い

指
導
は
、
権
限
が
集
中
す
る

監
督
の
存
在
の
大
き
さ
や
、

彼
ら
と
選
手
が
フ
ラ
ッ
ト
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

の
が
難
し
い
事
情
な
ど
が
絡

ん
で
い
る
と
見
る
。

　
た
だ
の
猛
練
習
で
は
な
く
、

試
合
運
び
の
技
術
や
上
達
の

　
【
共
同
】
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
の
迫
害
を
逃
れ
て
、
北
欧

の
先
進
国
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
や
っ

て
き
た
著
者
は
同
じ
移
民
・

難
民
女
性
た
ち
の
「
痛
み
」

に
向
き
合
う
。

　

ソ
マ
リ
ア
や
パ
キ
ス
タ
ン

な
ど
非
西
欧
諸
国
か
ら
来
た

彼
女
た
ち
が
口
々
に
訴
え
る

の
は
病
理
検
査
で
分
か
る
痛

み
で
は
な
い
。
国
や
民
族
や

宗
教
で
ひ
と
く
く
り
に
さ
れ
、

個
人
と
し
て
承
認
さ
れ
な
い

こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
認
め

　
【
共
同
】
西
欧
哲
学
が
人

の
名
前
を
喫
緊
の
課
題
と
し

た
の
は
国
民
国
家
形
成
期

だ
っ
た
。
ゲ
ッ
ト
ー
か
ら
解

放
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
当
初
、

国
民
国
家
の
一
員
と
し
て
多

数
民
族
に
溶
け
込
む
よ
う
改

名
を
要
請
さ
れ
た
。
し
か
し
、

歴
史
は
や
が
て
ユ
ダ
ヤ
性
を

隠
せ
な
い
よ
う
改
名
を
禁
じ

る
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
背
景
に
、

な
じ
み
に
く
か
っ
た
名
前
と

い
う
主
題
に
立
ち
向
か
っ
た

の
が
ユ
ダ
ヤ
系
哲
学
者
た
ち
。

ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、ロ
ー

ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
、
ベ
ン
ヤ
ミ

ン
を
軸
に
、
彼
ら
が
導
き
出

し
た
思
想
を
新
た
な
共
同
体

論
と
し
て
考
察
し
て
い
る
。

（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
・

１
７
６
０
円
）

　
【
共
同
】「
パ
リ
は
石
に
刻

ま
れ
た
歴
史
書
の
よ
う
」
な

街
。
そ
の
言
葉
に
ひ
か
れ
て

著
者
は
散
歩
を
重
ね
る
。
通

り
や
広
場
に
は
歴
史
上
の
人

物
が
名
を
残
す
。
ジ
ャ
ン
ヌ
・

ダ
ル
ク
通
り
に
ビ
ク
ト
ル
・

ユ
ゴ
ー
通
り
。
な
る
ほ
ど
パ

リ
は
個
人
に
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
さ

さ
げ
る
街
だ
。
そ
れ
が
語
り

た
い
歴
史
だ
と
す
れ
ば
、
語

り
た
く
な
い
歴
史
も
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
舞
台
な

の
に
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー
ル
も
マ

ラ
ー
も
そ
の
名
は
な
い
。
第

１
次
大
戦
の
指
導
者
た
ち
の

彫
像
は
多
い
が
、
早
々
に
降

伏
し
ナ
チ
に
協
力
さ
え
し
た

第
２
次
大
戦
下
の
人
々
は
い

く
つ
か
あ
る
程
度
と
い
う
。

（
え
に
し
書
房
・
３
８
５
０

円
）

　
【
共
同
】
恋
愛
と
は
少
し

異
な
る
、
男
女
の
微
妙
な
関

係
を
描
い
た
５
編
を
収
め
る

短
編
集
。

に
及
ぶ
、
世
界
各
地
で
の
使

用
実
態
を
調
べ
た
。

　

素
材
は
貝
殻
や
ダ
チ
ョ
ウ

の
卵
殻
、
翡
翠
や
カ
ー
ネ
リ

ア
ン
（
紅
玉
髄
）
な
ど
の
石
、

動
物
の
骨
と
、
さ
ま
ざ
ま
だ
。

ガ
ラ
ス
製
品
の
流
通
は
、
人

類
史
に
大
き
な
変
化
を
も
た

ら
し
た
。
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ

ア
、
南
米
の
辺
境
が
、
欧
州

や
中
国
、
イ
ン
ド
と
つ
な
が
っ

た
の
だ
。

　

装
飾
は
初
期
か
ら
主
な

用
途
の
一
つ
だ
っ
た
が
、
素

材
の
希
少
性
は
機
能
の
多
様

化
と
リ
ン
ク
す
る
。
古
代
エ

ジ
プ
ト
に
お
い
て
は
、
ト
ル

コ
石
な
ど
貴
重
な
素
材
の
代

用
品
と
し
て
人
工
的
に
作
っ
た

「
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
」
の
青
緑
色

が
再
生
や
豊
作
を
意
味
し
、

人
々
を
神
と
結
び
付
け
る
役

割
を
果
た
し
て
い
た
。
縄
文

時
代
の
日
本
で
は
、
加
工
技

術
の
発
達
に
よ
り
、
硬
質
か

つ
産
地
が
限
定
さ
れ
る
翡
翠

な
ど
の
石
製
ビ
ー
ズ
が
威
信

財
と
な
っ
た
と
い
う
。

　

国
内
外
の
博
物
館
で
は
、

ビ
ー
ズ
を
用
い
た
装
飾
品
に

し
ば
し
ば
出
合
う
。
そ
の
美

し
さ
や
技
巧
は
目
を
引
く
が
、

い
ず
れ
か
の
文
明
や
時
代
に

限
ら
れ
て
展
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
な
か
な
か
人

類
史
を
見
渡
す
手
掛
か
り
と

し
て
見
る
に
は
至
ら
な
い
。

　

本
書
は
、
大
阪
の
国
立
民

族
学
博
物
館
に
お
け
る
共
同

研
究
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域

を
専
門
と
す
る
研
究
者
が
参

加
し
た
成
果
を
集
約
。
ガ
ラ

ス
ビ
ー
ズ
が
大
陸
を
超
え
て

流
通
し
た
軌
跡
は
、
壮
大
な

世
界
地
図
に
表
さ
れ
て
お
り
、

時
代
や
地
域
を
超
え
て
、
美

し
さ
故
に
、
人
類
を
つ
な
げ

て
き
た
ビ
ー
ズ
の
大
き
な
役

割
、
広
域
的
な
研
究
の
必
要

性
に
気
付
か
さ
れ
る
。（
ゆ
）

　
（
昭
和
堂
・
３
０
８
０
円
）

『
正
史
』
に
記

録
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
へ
の
興

味
は
尽
き
ま
せ

ん
」

　

２
０
０
８
年

に
出
会
っ
た
フ
ァ

イ
ヤ
ー
ヨ
ー
コ

さ
ん
は
、
驚
く

べ
き
芸
の
持
ち

主
だ
っ
た
。
女

性
器
か
ら
は
き

出
す
空
気
で
吹

き
矢
を
飛
ば
し

「
建
築
の
東
京
」（五
十
嵐
太
郎
著
）

偽
の
過
去
を
具
現
化
す
る

「
去
年
の
雪
」
の
江
國
香
織
さ
ん

言
葉
に
よ
っ
て
失
っ
た
も
の

（
フ
ァ
リ
ダ
・
ア
フ
マ
デ
ィ

著
、
石
谷
尚
子
訳
）

「
声
な
き
叫
び
」

（
篠
田
節
子
著
）

「
恋
愛
未
満
」

た
意
欲
作
。「
言
葉
で
で
き
て

い
る
小
説
に
よ
っ
て
、
言
葉

を
獲
得
し
た
が
ゆ
え
に
失
っ

た
も
の
を
書
こ
う
と
す
る
。

無
謀
な
闘
い
で
す
よ
ね
」
と

笑
う
。

　

物
語
を
構
成
す
る
の
は
、

日
常
の
一
場
面
を
切
り
取
っ

た
断
章
の
連
な
り
だ
。
例
え

ば
、
学
校
を
サ
ボ
る
人
、
雨

音
に
耳
を
す
ま
せ
る
人
、
情

事
に
ふ
け
る
人
。
老
若
男
女

１
０
０
人
以
上
が
、
古
代
か

「
登
場
人
物
が
多
い
の
で
、
実
際
に

書
い
た
枚
数
以
上
に
人
物
の
背
景

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

と
話
す
江
國
香
織
さ
ん
（
共
同
）

「
ビ
ー
ズ
で
た
ど
る
ホ
モ
・

サ
ピ
エ
ン
ス
史
」

時
代
や
地
域
を
超
え
て（

池
谷
和
信
編
）

「ビーズでたどるホモ・サピエンス史」
（共同）

くみあげ豆
とう

腐
ふ

を堪
たん

能
のう

。その後
ご

、徳
とく

川
がわ

将
しょう

軍
ぐん

家
け

の
菩
ぼだいじ

提寺で 600年
ねん

の歴
れき

史
し

を誇
ほこ

る浄
じょう

土
ど

宗
しゅう

の大
だい

本
ほん

山
ざん

・
増
ぞう

上
じょう

寺
じ

へ。国
くに

の重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

・三
さん

解
げ

脱
だつ

門
もん

の中
なか

へと
入
はい

り、通
つう

常
じょう

は非
ひ

公
こう

開
かい

の仏
ぶつ

像
ぞう

を拝
はい

見
けん

！さらに、基
き

本
ほん

的
てき

なお経
きょう

を学
まな

んだり、弁
べん

護
ご

士
し

をやめ増
ぞう

上
じょう

寺
じ

へ
入
はい

った若
わか

き僧
そう

侶
りょ

の「争
あらそ

いが嫌
きら

い」という人
じん

生
せい

観
かん

を伺
うかが

い、心
こころ

安
やす

らぐ仏
ぶつ

道
どう

の世
せ

界
かい

を感
かん

じる。テレビ
初
はつ

公
こう

開
かい

の増
ぞう

上
じょう

寺
じ

のお風
ふ

呂
ろ

も登
とう

場
じょう

！

　駿
する

河
が

の今
いま

川
がわ

義
よし

元
もと

（片
かた

岡
おか

愛
あい

之
の

助
すけ

）
が再
ふたた

び尾
お

張
わり

への
侵
しん

攻
こう

を開
かい

始
し

。か
つての人

ひと

質
じち

で、
成
せい

人
じん

した松
まつ

平
だいら

元
もと

康
やす

（旧
きゅう

名
めい

・竹
たけ

千
ち

代
よ

、風
かざ

間
ま

俊
しゅん

介
すけ

）が、その先
せん

鋒
ぽう

を
任
まか

されることになる。そのことに目
め

を付
つ

けた光
みつ

秀
ひで

（長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

己
き

）は、この戦
いくさ

を回
かい

避
ひ

させるべく、
帰
き

蝶
ちょう

（川
かわ

口
ぐち

春
はる

奈
な

）と信
のぶ

長
なが

（染
そめ

谷
や

将
しょう

太
た

）に元
もと

康
やす

の
母
はは

・於
お

大
だい

（松
まつ

本
もと

若
わか

菜
な

）と叔
お

父
じ

・水
みず

野
の

信
のぶ

元
もと

（横
よこ

田
た

栄
えい

司
じ

）と接
せっ

触
しょく

をするように仕
し

向
む

ける。

ら
現
代
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

時
空
に
登
場
し
、
そ
の
感
情

の
揺
ら
ぎ
が
記
録
さ
れ
て
い

く
。
時
に
時
空
が
“
混
線
”

し
、
死
者
も
現
れ
る
。

　
「
普
通
は
言
わ
な
い
こ
と
、

思
っ
て
い
て
も
言
わ
な
い
こ

と
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。
言

葉
が
届
か
な
い
領
域
も
あ
る
。

そ
う
し
た
も
の
も
含
め
て
、

世
界
は
で
き
て
い
る
と
思
う

ん
で
す
」

　

着
想
の
き
っ
か
け
は
、
米

国
の
写
真
家
ソ
ー
ル
・
ラ

イ
タ
ー
（
１
９
２
３
～

２
０
１
３
年
）の
写
真
展
だ
っ

た
。「
１
９
４
０
年
代
か
ら

６
０
年
代
ぐ
ら
い
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ス
ナ
ッ
プ
で
。
人
々

の
生
活
ま
で
見
え
て
く
る
よ

う
な
写
真
な
の
に
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
今
は
も
う
亡
く

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
す
ご
く

不
思
議
に
思
え
た
ん
で
す
」。

そ
こ
か
ら
「
断
片
」
を
つ
な

ぐ
手
法
を
思
い
つ
い
た
。「
強

い
て
い
え
ば
、主
人
公
は
『
世

の
中
』
で
す
」

　

近
年
は
、
谷
崎
潤
一
郎
賞

受
賞
作
「
ヤ
モ
リ
、
カ
エ
ル
、

シ
ジ
ミ
チ
ョ
ウ
」
な
ど
、
幼

児
や
少
女
を
語
り
手
に
す
る

こ
と
も
多
い
。「
人
に
は
『
基

本
と
な
る
自
分
』
が
あ
っ
て
、

私
の
そ
れ
は
９
歳
の
頃
の
自

分
だ
と
い
う
気
が
し
ま
す
」。

言
葉
を
得
た
こ
と
は
幸
福
な

こ
と
だ
っ
た
の
か
、
不
幸
な
こ

と
だ
っ
た
の
か
。
今
作
に
登

場
す
る
子
ど
も
の
語
り
か
ら

も
、
そ
ん
な
問
い
が
浮
か
び

上
が
る
。

　
こ
れ
ま
で
恋
愛
小
説
、
家

族
小
説
な
ど
多
彩
な
作
品
を

発
表
し
て
き
た
。
通
底
す
る

の
は
「
個
人
的
な
絶
対
」
へ

の
愛
着
だ
と
い
う
。

　
「
社
会
が
ど
う
こ
う
で
は
な

く
、
そ
の
人
に
と
っ
て
大
き
な

何
か
。
ど
ん
な
恋
愛
も
書
き

尽
く
さ
れ
て
い
る
け
ど
、
同

時
に
、
ど
ん
な
恋
愛
も
驚
く

ほ
ど
新
鮮
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
の
特
別
さ
が
私
は
好
き
な

ん
で
す
」

　
（「
去
年
の
雪
」
は
Ｋ
Ａ
Ｄ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
・
１
７
６
０
円
）

に
生
き
て
は
い
け
な
い
。
し

か
し
、
言
葉
と

い
う
認
識
の
枠

組
み
を
得
た
こ

と
で
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た

世
界
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
―
。

江
國
香
織
さ
ん

の
小
説
「
去
年

の
雪
」
は
、
そ

ん
な
問
い
と
正

面
か
ら
向
き
合
っ

烈
だ
っ
た
ザ
ハ
・
ハ
デ
ィ
ド
さ

ん
の
国
立
競
技
場
案
を
政
府

が
撤
回
し
た
一
連
の
騒
動
。

政
治
的
思
惑
と
メ
デ
ィ
ア
の

空
騒
ぎ
に
翻
弄
さ
れ
た
騒
動

を
振
り
返
り
「
叩
か
れ
な
が

ら
も
、
ハ
デ
ィ
ド
の
競
技
場

は
デ
ザ
イ
ン
の
修
正
を
経
て

完
成
し
、
や
が
て
広
く
受
け

入
れ
ら
れ
る
べ
き
だ
っ
た
」
と

後
悔
を
に
じ
ま
せ
る
。

　

上
海
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な

ど
が
未
来
へ
と
変
貌
を
続
け

る
一
方
、
東
京
は
「
曖
昧
な

歴
史
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
り
か

ざ
し
、
一
度
も
存
在
し
な
か
っ

た
偽
の
過
去
を
具
現
化
」
す

る
保
守
化
を
選
ん
だ
。

　

築
地
市
場
を
は
じ
め
と
す

る
評
価
の
高
い
近
代
建
築
は

あ
っ
さ
り
解
体
す
る
一
方
で
、

東
京
・
日
本
橋
で
は
、
日

本
橋
の
上
を
走
る
首
都
高
速

道
路
を
地
下
に
移
設
し
て
江

戸
、
明
治
風
の
モ
チ
ー
フ
を

ち
り
ば
め
た
「
擬
古
典
風
」

の
街
並
み
の
再
開
発
計
画
が

進
む
。
著
者
は
「
未
来
を
感

じ
さ
せ
な
い
キ
ッ
チ
ュ
な
景

観
」
だ
と
切
り
捨
て
る
。

　

東
京
を
尻
目
に
、
平
成
を

代
表
す
る
建
築
と
な
っ
た
金

沢
２
１
世
紀
美
術
館
な
ど

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
い
と
わ
な
い
建

築
が
地
方
に
い
く
つ
も
登
場

し
た
の
は
か
す
か
な
救
い
か
。 　

映
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
も
踏
ま
え
縦
横
に
東
京

を
論
じ
る
著
者
。
庵
野
秀
明

監
督
が
ゴ
ジ
ラ
に
東
京
を
焼

き
尽
く
さ
せ
た
映
画
「
シ
ン・

ゴ
ジ
ラ
」
を
論
じ
た
く
だ
り

が
印
象
深
い
。
破
壊
す
べ
き

ア
イ
コ
ン
の
な
い
都
市
に
い
ら

だ
ち
、
高
層
ビ
ル
を
な
ぎ
倒

し
た
ゴ
ジ
ラ
が
終
盤
で
凍
結

さ
れ
、
自
ら
が
東
京
の
ア
イ

コ
ン
に
な
っ
た
と
著
者
は
論

じ
る
。
映
画
を
鑑
賞
し
な
が

ら
「
い
い
ぞ
ゴ
ジ
ラ
、
も
っ
と

燃
や
せ
」
と
思
っ
た
記
憶
が

よ
み
が
え
っ
た
。
あ
れ
は
空

虚
な
東
京
へ
の
反
発
だ
っ
た
の

か
…
。（
龍
）

（
み
す
ず
書
房
・
３
３
０
０

円
）

　
【
共
同
】
東
京
の
各
所
で

急
激
な
再
開
発
が
進
ん
で
い

る
。
だ
が
建
築
の
観
点
か
ら

見
る
と
、
ど
う
も
目
を
引
く

か
な
か
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
助

言
に
始
ま
り
、
簡
潔
な
指
南

が
全
２
５
７
項
目
も
あ
る
。

こ
れ
だ
け
の
こ
と
が
ス
マ
ー

ト
に
で
き
れ
ば
、
確
か
に
育

ち
良
さ
げ
に
見
え
る
か
も
。

　

で
も
後
書
き
に
、
気
に
な

る
一
言
。
マ
ナ
ー
の
正
解
を

判
断
す
る
難
し
さ
を
指
摘
し

た
上
で
「『
育
ち
の
良
さ
』
が

醸
し
出
さ
れ
る
と
き
の
多
く

が
、
こ
の
微
妙
で
曖
昧
な
場

面
に
お
い
て
な
の
で
す
」。
先

生
、
み
ん
な
が
恐
れ
て
い
る

の
は
、
そ
の
「
地
金
が
出
る
」

一
瞬
の
判
断
ミ
ス
だ
と
思
う

ん
で
す
け
ど
…
。

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
・

１
５
４
０
円
）

ち
」
の
違
い
へ
の
諦
念
だ
と
い

う
。
だ
が
本
書
は
発
想
の
転

換
を
促
す
。「『
育
ち
』
は
、

　
【
共
同
】
東
京
で
マ
ナ
ー
教

室
を
営
む
著
者
。
生
徒
か
ら

嘆
息
交
じ
り
に
聞
く
の
は「
育

ズ
で
着
飾
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
い
つ
か
ら
か
、
他
に
は
用

途
が
あ
っ
た
の
か
。
本
書
で

は
、
何
ら
か
の
素
材
に
穴
を

開
け
て
ひ
も
で
つ
な
い
だ
も
の

を
ビ
ー
ズ
と
定
義
。「
人
類
に

と
っ
て
の
美
の
起
源
」
を
追

究
し
よ
う
と
、
人
類
が
身
に

　
【
共
同
】
キ
ラ
キ
ラ
光
る

ガ
ラ
ス
製
品
で
刺
し
ゅ
う
を

施
し
た
ド
レ
ス
や
バ
ッ
グ
、
あ

る
い
は
真
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
ス

は
、
装
い
に
華
や
か
さ
や
儀

礼
的
な
意
味
を
加
え
て
く
れ

る
。

　

人
類
が
、こ
の
よ
う
な
ビ
ー

着
け
始
め
て
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
の
１
０
～
１
２
万
年

方
法
の
伝
達
を
―
。
野
球
か

ら
暴
力
を
排
除
し
た
未
来
を

展
望
す
る
。

（
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
・

１
６
５
０
円
）

る
多
文
化
主
義
社
会
が
逆
に
、

「
私
た
ち
」
と
「
彼
ら
」
を

分
断
し
て
い
る
。
多
文
化
主

義
か
ら
、
一
人
一
人
の
個
人

を
承
認
す
る
普
遍
的
多
元
主

義
へ
、
と
訴
え
て
い
る
。

　
（
花
伝
社
・
２
２
０
０
円
） 　

立
場
あ
る
５
０
歳
の
独
身
男
の
「
気
持
ち
悪
い
」
行
動
が
も
の
悲
し
さ
を
残
す
「
ア
リ
ス
」
や
、
大
学
時
代
の
交
友
関
係
を
続
け
る
夫
に
い
ら

だ
つ
妻
が
世
知
辛
い
時
の
移

ろ
い
を
垣
間
見
る
「
マ
ド
ン

ナ
の
テ
ー
ブ
ル
」
な
ど
、
い

ず
れ
も
独
自
の
読
後
感
が
あ

る
。

　

白
眉
は
最
後
に
収
め
ら
れ

た
「
夜
の
森
の
騎
士
」。
正

気
を
失
っ
た
認
知
症
の
母
と

介
助
す
る
娘
の
共
依
存
的
な

関
係
の
描
写
は
す
ご
み
さ
え

感
じ
さ
せ
、
白
馬
の
騎
士
の

ご
と
く
現
れ
た
さ
え
な
い
放

射
線
技
師
と
の
関
わ
り
が
き

ら
め
き
を
放
つ
。

　
（
光
文
社
・
１
７
６
０
円
）

（
村
岡
晋
一
著
）

「
名
前
の
哲
学
」

（
大
嶋
厚
著
）

「
パ
リ
、歴
史
を
語
る
都
市
」

　
【
共
同
】
人
は
言
葉
な
し
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AUTOS
フェラーリは、セバスチャン・
ベッテルとの契約を更新せず

三菱自動車は、パジェロ・スポーツとエクリプス・
クロスのライン購入のため、特別な条件を申し出る
Mitsubishi Motors oferece condições especiais 
para compra das linhas Pajero Sport e Eclipse Cross

ブラジル・ルノーは、卸価格での
請求書によるプロモーションを発表
Renault do Brasil lança promoção 
com preço de Nota Fiscal de Fábrica

Fábrica de motores da Toyota em Porto 
Feliz-SP chega ao seu 4º ano de operação  

Ferrari não renova contrato com 
Sebastian Vettel

ホンダ自動車が、新価格表を発表
Honda Automóveis divulga nova 

tabela de preços
Covid-19 の大流行により、ホンダ自動車は、生産活動の休止を継続しており、
サンパウロ州スマレー工場とイチラピナ工場の休止期間を延長する。

 ANO XXII  –  Nº 5491 SÃO PAULO, QUARTA-FEIRA, 20 DE MAIO DE 2020 R$ 5,00

A Ferrari anunciou no dia 
12 de maio, em seu site, 
que a escuderia italiana e 
o tetracampeão mundial 
de F-1, o alemão Sebastian 
Vettel (32), chegaram a 
um comum acordo de não 
renovar o contrato que 
termina no final de 2020.
A mais tradicional equipe 
da F-1 queria renovar 

A Mitsubishi passa a 
oferecer as linhas Pajero 
Sport e Eclipse Cross 
com condições especiais 
de compra. Os clientes 
interessados em adquirir 
um dos dois modelos 

Renault do Brasil lança 
promoção com preço de 
Nota Fiscal de Fábrica
A Renault lançou no dia 8 
de maio a promoção que o 
cliente compra seu veículo 
com preço de fábrica, 
nota fiscal diretamente 
da fábrica e o cliente 
ainda recebe o carro em 
casa. Na promoção os 
descontos chegam a R$ 
8 mil, dependendo do 
modelo. 
O Kwid Zen, baixou de R$ 
41.190 para R$ 39.750. 
O preço do Stepway Zen 
reduziu de R$ 65.590 para 
R$ 61.320 e o Captur Bose 
passou de R$ 98.490 para 
R$ 91.100.  Caso o cliente 
opte pelo financiamento, 
ele tem mais descontos 
e pode adquirir o plano 
de manutenção direto da 
fábrica, que é válido em 
todas as concessionárias 

A Toyota comemora 
4 anos de sua mais 
recente fábrica no Brasil 
(inaugurada em 2016), 
localizada na cidade de 
Porto Feliz-SP. A unidade 
recebeu investimentos 
de R$ 1 bilhão para 
produção dos motores 
do Etios, Yaris e do 

por mais 1 ano e o piloto 
alemão pedia um contrato 
de 3 anos, não havendo 
acordo entre as partes.
Vettel ingressou na 
Ferrari em 2015, após 
ter conquistado o 
tetracampeonato na Red 
Bull de 2010 a 2014, e 
vinha sentindo que o 
monegasco Charles Leclerc 
estava ganhando espaço 
na equipe devido aos seus 
bons resultados.
A Ferrari divulgou o 
seguinte comunicado: “Esta 
é uma decisão tomada 
em conjunto por nós e 
Sebastian, que ambas as 
partes consideram ser 
melhor. Não foi uma decisão 
fácil de ser alcançada, dado 
o valor de Sebastian como 
piloto e como pessoa”.
Já Vettel declarou: “Para 

conseguir os melhores 
resultados possíveis no 
esporte, é vital que todos 
os envolvidos trabalhem 
em harmonia. A equipe e 
eu percebemos que não há 
mais um desejo comum de 
seguir juntos além desta 
temporada. Questões 
financeiras não foram 
um fator nessa decisão 
conjunta. ”
Dois dias depois a Ferrari 
anunciou o espanhol 
Carlos Sainz para o lugar 
de Vettel e a McLaren 
anunciou o australiano 
Daniel Ricciardo para o 
lugar de Sainz.
Com este desfecho, Charles 
Leclerc (22) segue ainda 
mais fortalecido na Ferrari, 
onde tem um salário de 9,0 
milhões de euros/ano.

Sebastian Vettel está na Ferrari há 6 temporadas e não definiu o seu futuro a partir de 2021.

O espanhol Carlos Sainz que corre 
pela McLaren foi confirmado para o 
lugar de Vettel na Ferrari.de 2021.

Mitsubishi Eclipse Cross. 

Fe
rra
ri

M
cL
ar
en

Di
vu
lg
aç
ão

poderão dar entrada de 
aproximadamente 50% 
do valor total do veículo e 
começar a pagar o saldo 
somente em 2021, em 
até 35 vezes. A marca irá 
arcar com o pagamento 

do Brasil. 
A compra pode ser feita 
totalmente on-line na 
Loja Renault (https://
lo j a . r en au l t . c om .br ) , 
facilitando a vida do 
cliente, que nem precisa 
sair de casa neste 
momento de pandemia.  
A Loja Renault agrega as 
etapas da aquisição de 
um automóvel, incluindo 
financiamento, pré-
avaliação do usado 

das 5 primeiras parcelas 
do financiamento. 
Durante esse período 
de isolamento social, os 
atendimentos aos clientes 
estão ocorrendo de forma 
online, via WhatsApp. A 
marca também oferece 
testes de condução em 
esquema delivery, em que 
o veículo de interesse é 
higienizado, segundo os 
padrões da Organização 
Mundial da Saúde e levado 
pelo time de consultores 
até a residência do 
interessado.
A condição especial de 
compra é válida até o 
próximo dia 31 de maio.

e pagamento por 
boleto, proporcionando 
comodidade aos clientes. 
Com acesso por celulares, 
tablets ou desktops, 
a plataforma é uma 
ferramenta desenvolvida 
com foco no consumidor 
brasileiro: cada vez mais 
conectado e que busca 
soluções digitais para 
resolver suas necessidades 
com rapidez, segurança e 
transparência.

Renault Kwid Zen está em promoção com nota fiscal de fábrica.

Re
na
ul
t

novo Corolla, visando 
aumentar o índice de 
nacionalização dos 
veículos da montadora. 
A primeira fábrica de 
motores da Toyota 
na América Latina, já 
produziu cerca de 500 
mil unidades e gera 
atualmente cerca de 

600 postos de trabalho. 
Saem de suas linhas de 
montagem os motores 
flexfuel 1.3L e 1.5L que 
equipam o Etios e Yaris, 
e 2.0L do novo Corolla. A 
capacidade produtiva de 
Porto Feliz é de 174 mil 
motores em dois turnos.
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